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はじめに 

 

専門研究 A「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する研究―活用のための方法

試案の実証と普及を中心に―」（以下，本研究）は，「障害のある子どもの教育の在り方

に関する研究班（通称：在り方班）」における研究として，平成 22 年(2010 年)～23 年

(2011 年)度の 2 年間をかけて取組んできました。本研究は，課題別研究「ICF 児童青

年期バージョンの教育施策への活用に関する開発的研究（平成 18 年(2006 年)度～19 

年(2007 年)度）」，そして専門研究Ａ「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する

実際的研究（平成 20 年(2008 年)度～21 年(2009 年)度）」の流れを汲む研究でもあり，

本報告書は，本研究の 2 年間だけでなく，一連の研究の 6 年間の総括でもあります。 

三つの研究が進められた 6 年の間に，特殊教育は特別支援教育に変わり，学習指導

要領等の検討をした中央教育審議会では，本研究所から提出した ICF（International 

Classification of Functioning, Disability and Health，国際生活機能分類）の活用に

関する資料等をもとに，特別支援教育における ICF の活用について議論がなされ，答

申の中に関連した記述がなされました。また，答申を踏まえた特別支援学校学習指導

要領の解説では，総則等編及び自立活動編において，I CF の考え方を踏まえた指導や

必要な支援、及び関係者間での適確な実態把握や共通理解での活用等、様々な ICF の

活用について言及されました。 

本研究で取り上げた ICF-CY（ICF Children and Youth Version, 同児童版）は，本

研究所において前述の一連の研究を開始した平成 18 年(2006 年)は，まだ WHO（世界

保健機関）の国際分類ファミリーネットワーク会議（WHO－FIC Network 会議）に

おいて検討段階にあり，研究課題名でも仮訳として「ICF 児童青年期バージョン」の

語で取り扱いました。同年 10 月に WHO－FIC Network 会議で承認され，翌平成 19

年（2007 年）10 月に WHO から正式に発表されました。日本では平成 20 年(2008 年)

に日本語訳が検討され，平成 21 年(2009 年)に国際生活機能分類児童版として正式に公

表されました。厚生労働省における日本語作成のための検討会には，本研究所からも

委員の一人として参画し，それまでの取組の成果から貢献を図りました。 

特別支援教育における ICF 及び ICF-CY の活用については，一連の研究活動の前か

ら動きが見られ，本研究所からも平成 17 年(2005 年)に冊子「ICF 活用の試み 障害の

ある子どもの支援を中心に」を出版しました。続けて平成 19 年(2007 年)には「ICF 児

童青年期バージョンの教育施策への活用に関する開発的研究」の研究活動の一環とし

て冊子「ICF 及び ICF-CY の活用 試みから実践へ―特別支援教育を中心に―」を出版

しました。 

また，「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する実際的研究」の一環として特

別支援学校を対象として平成 21 年(2009 年)に行った悉皆調査では，回答校の約 5 校

に 1 校で，何らかの形で ICF 又は ICF-CY が活用されていることが明らかになりまし

た。同年には，前述のとおり特別支援学校の学習指導要領等の解説での ICF に関する

記述があり，さらに ICF-CY の日本語訳も発行され，学校現場等での活用への関心や

活用そのものはさらに拡大するものと推察されました。 



一方，日本特殊教育学会においても，平成 21 年(2009 年)及び 22 年(2010 年)の 2 回

にわたり，学会準備委員会シンポジウムにおいて特別支援教育における ICF 活用のこ

とがテーマに取り上げられる等，学術的な関心もうかがえました。その中では，本研

究所からも話題提供を行いました。 

さらに，国際連合の障害者権利条約が平成 18年(2006年)に採択され，平成 20年(2008

年)に発効しました。我が国で平成 19 年(2007 年)9 月に署名を行うとともに批准に向

けた国内関連法令等の整備が行われています。このような動きの中で、平成 23 年(2011

年)７月に障害者基本法の改正案が国会で可決され、8 月に公布・施行されました。そ

の第２条には新たに同法における「障害者」と「社会的障壁」が定義されており、例

えば障害者とは「身体障害，知的障害，精神障害（発達障害を含む。）その他の心身の

機能の障害（以下「障害」と総称する。）がある者であって，障害及び社会的障壁によ

り継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう。」とさ

れ，環境との相互作用を基本概念とする ICF の影響が色濃く反映される形になってい

ます。 

また，特別支援教育の分野においても，「特別支援教育の在り方に関する特別委員会 

合理的配慮等環境整備検討ワーキンググループ」による平成 24 年(2012 年)の資料の中

で，「障害の状態等に応じた「合理的配慮」を決定する上で，ICF（国際生活機能分類）

を活用することが考えられる」との言及が見られます。 

このような動きの中で，一連の研究に取組み，3 期目にわたる本研究のまとめの時

期となりました。実際的な研究を行い，研究成果を教育現場等に還元することを研究

活動のビジョンとする本研究所としての研究成果報告書を作成するにあたり，次の 4

点を今回のポイントとしました。 

１．これまでの一連の研究で開発してきた方法試案としての活用支援ツールの実証

と改善を行い，それらを行った事例を掲載すること 

２．学校だけに完結しない，多職種間で連携した事例を掲載すること 

３．生徒本人による ICF 又は ICF-CY 活用事例を掲載すること 

４．これまで報告が多かった知的障害・肢体不自由・病弱以外の障害種事例の充実

を図ること 

それらを踏まえた報告書として，総論編，ICF 及び ICF-CY 活用支援ツールの実証：

理論編，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの実証：事例編，多職種間連携事例及び本人参

画等事例を柱とし，さらに関連した有用な資料を資料編として収めました。結果とし

て，盛り沢山な内容となりましたが，我々のビジョンを踏まえた，6 年間の集大成で

もある報告書としては，どれも欠かすことのできない内容となっています。 

ICF-CY は，障害の有無にかかわらず，全ての子どもたちを対象としたものです。そ

のことは，共生社会を目指す我が国の方向性に重なるものです。本報告書が全ての子

どもたちの成長発達に資することを心から願います。とはいえ，真摯に研究に取組め

ば取組むほど，新たな課題が見えてきます。一つの区切りとして，本報告書を公表い

たしますが，さらなる改善に向けて忌憚のないご意見をいただければ幸いです。 

 

研究代表者 教育支援部主任研究員 徳永 亜希雄 
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1．背景と目的 

 

平成 21 年(2009 年)に発行された特別支援学校の学習指導要領等の解説の中で，ICF

の考え方を踏まえた指導や必要な支援，及び関係者間での適確な実態把握や共通理解

での活用等，様々な ICF の活用について言及された。同年，本研究所が実施した特別

支援学校を対象とした悉皆調査では，回答校全体の 21％の学校で何らかの活用が図ら

れていることが明らかになった一方で，課題として ICF 又は ICF-CY（以下，

ICF/ICF-CY）への基本的な理解が難しいこと，さらに，作業の繁雑さ，活用方法の理

解等，技術的な課題について多く指摘され，研究をとおしてそれらに応えていく必要

性が読み取れた。 

また，回答時点での活用していないとした学校においても，今後活用を検討したい，

活用に役立つ情報提供を希望する，等の意見が散見された。これらの調査結果から，

学校現場での ICF/ICF-CY 活用に関するニーズは高いと推察され，これまで蓄積した

特別支援教育における ICF/ICF-CY 活用を支える方法試案としての活用支援ツールの

実証を行い，より使いやすい形で活用支援ツールを提案することを通して，学校現場

での実践に資する必要があると考えられた。 

一方，平成 21 年(2009 年)，日本特殊教育学会準備委員会シンポジウムにおいて，特

別支援教育と ICF に関する内容が取り上げられる等，国内の研究レベルでも関心が高

まってきており，雑誌や実践研究発表会等において ICF を活用した実践報告等も散見

されるようになってきた。しかしながら，定量的な研究手続き等を踏んで開発・実証

され，報告された具体的な活用方法やツールの提案等については見当たらなかった。

その意味で，一定の学術的な整理も必要だと考えられた。 

本研究所からは，これまで障害のある子どもの教育における ICF-CY を活用してい

る国と地域として，スイス，ポルトガル，イタリア及びヨーロッパのフランス語圏等

の動向について紹介しているが，それらの取組はそれぞれの国や地域の事情に合わせ

た取組であり，本研究所で取組んできた，日本の特別支援教育の中でのものとは性格

を異にする。その意味では国際的に見ても本研究は独創的な取組だと考えており，こ

れまで同様，研究成果の公表を通した国際的な貢献も想定された。 

 

そこで，本研究においては，前述した，学習指導要領等の解説に示された「ICF の

考え方」をベースにしながら，それを具体的に実践につなげていくための研究に取組

むことにした。具体的には，平成 21 年(2009 年)度の終了課題「特別支援教育における

ICF-CY の活用に関する実際的研究」で開発した活用を支える方法試案としての活用支

援ツールについて実証し，より学校現場等で使いやすい，効果的なものに改善した上

で普及を図ることを目的とした。また，併せて，今回実証する活用支援ツールは用い

られていないが，これまで ICF 又は ICF-CY を活用してきた学校等における活用後の

効果について検討するとともに，多職種間連携に ICF/ICF-CY を活用した事例，生徒

本人が活用する事例，幅広い障害種の事例を収集・分析し，活用の可能性についても

検討することにした。 
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2．方法 

 

本研究は，前述の目的のもと，複数の下位研究によって構成しており，各下位研究

の方法は，それぞれで異なる。本研究全体としては，研究期間中，以下のような方法

で研究を進めた。 

 

初年度の平成 22 年(2010 年)度は、活用方法試案としての活用支援ツールに関する質

問紙等による実証を通した改定版を作成した。併せて今回実証する活用支援ツールは

用いられていないが、ICF/ICF-CY を活用してきた学校への聞き取り調査を通した効

果の検討を行うとともに、多職種間連携に活用した事例、生徒本人が活用する事例、

幅広い障害種の事例について収集・分析することにした。 

 

最終年度の平成 23 年(2011 年)度は，前年度の取組をもとにしながら更に検討し，得

られた成果について Web サイト，雑誌，所内講義，所外研修会，フォーラム，セミナ

ー等を通して普及を図るとともに研究成果報告書としてまとめることにした。 
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第 1 編  昭島市下水道総合計画の策定にあたって 
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3.1 特別支援教育における ICF 及び ICF-CY の活用の効果

に関する検討 

 

Ⅰ 趣旨と目的 

 

平成 21 年(2009 年)の特別支援学校の学習指導要領等の解説における ICF 活用につ

いての言及や，同年の ICF-CY の日本語訳版発行等の動きの中で，特別支援教育にお

ける ICF/ICF-CY 活用の動きが見られ，同年に実施した本研究所による調査では，約

21％の特別支援学校において何らかの活用が見られることが明らかになった。そのよ

うな状況の中，今後さらに活用への関心や実際の活用が拡大することが推測される。 

そのことを踏まえ，本研究においては，今後の活用に資する知見を得るために，こ

れまでの活用を通して得られた効果（子ども及び教職員等の関係者にとってのプラス

面及びマイナス面）について考察し，整理しておく必要があると考えた。 

そこで，本研究では，活用の効果について検討するため，特別支援学校において実

際に ICF/ICF-CY 活用にかかわってきた教職員を対象にフォーカスグループインタビ

ューを行い，その語りについて分析することを目的とした。 

 

Ⅱ 方法 

 

1.対象 

これまで ICF/ICF-CY 活用に関する実践報告がある特別支援学校 4 校の教職員合計

26 名。内訳は A 特別支援学校（肢体不自由）寄宿舎指導員 6 名，B 特別支援学校（肢

体不自由）教員 6 名，C 特別支援学校（肢体不自由及び知的障害）教員 6 名，D 特別

支援学校（知的障害及び肢体不自由）教員 7 名だった。 

 

2.実施時期 

A 校：平成 22 年(2010 年)7 月，B 校：同年 10 月，C 校：平成 23 年（2011 年）1

月，D 校：同年 3 月。  

 

3.フォーカスグループインタビューの内容と手順 

 以下のような内容と手順で，約 70 分間のインタビューを行った。 

（１）当該校の実践報告資料を配布し，当該校の取組と効果の事実関係について確認

し，必要に応じて補足発言を求めた。 

（２）原則として名字の五十音順に座った座席順に，各校の効果について 1 名ずつ順

に発言を求めた。各校において中心的に取組んできた教職員 1 名は，他の参加者

が全て終わった後に最後に発言するように座席に配慮した。発言が一巡した後，

挙手によって自由に討議を行った。 

（３）メインインタビュアー（以下，メイン）1 名は，趣旨及び手順の説明を行った

後，進行を行った。 
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（４）サブインタビュアー（以下，サブ）1 名は IC レコーダーでの録音操作と共に，

参加者のインタビュー中の様子についてノートパソコンで記録した。 

 

４.分析の方法 

 以下のような方法で分析を行った。 

（１）発言内容の逐語録作成後，参加者による内容の確認を得る。 

（２）メインが逐語録のオープンコーディングを行う。 

（３）メインとサブとの協議によってオープンコーディングの修正を行う。 

（４）メインがオープンコーディングを要約し，焦点コーディングを行う。 

（５）メインとサブとの協議によって焦点コーディングの修正を行う。 

（６）メインとサブによって，生成された概念の分析を行う。 

 

５.倫理的配慮 

口頭及び文書で参加者に対して本研究の趣旨について説明し，任意性を持たせた上

で全参加者から同意の署名を得た。 

 

Ⅲ 結果 

 

以下，各校の取組の概要と前述の手続きを経て生成された各校の効果に関する概念

カテゴリーについて以下に記す。 

 

1.A 特別支援学校 

A 校では，寄宿舎に在籍する子ども（以下，舎生）の実態把握と支援の方向性の検

討のため，指導計画の立案やケース会，入舎前のアセメントにおいて「ICF 関連図」

や独自の ICF-CY の分類項目のセットを活用する約 5 年間の取組が行われた。 

これらの取組後の効果として生成された概念カテゴリーは【新たな参加像の発見】，

【今と将来の生活像を広く捉える視点】，【舎生への接し方への余裕】，【舎生の自己理

解の高まり】等であった。 

 

2.B 特別支援学校 

B 校では，子どもの実態を把握し，指導課題を焦点化した上で授業の改善を図るた

め，指導計画立案や授業内容の検討，隣接施設職員との情報共有時に ICF 関連図を活

用する約 6 年間の取組が行われた。 

これらの取組後の効果として生成された概念カテゴリーは【指導課題の明確化と授

業への流れの整理】，【準ずる教育課程の子どもと自立活動を主とする教育課程の子ど

もへの活用の違いの認識】,【共に育てるという気運の高まり】，【作業の繁雑さへの負

担感】等であった。 

 

3.C 特別支援学校 

C 校では，指導方針に関する教員間の共通理解のために，指導内容検討の際等に ICF

関連図を活用する約 6 年間の取組が行われた。 

- 6 -



これらの取組後の効果として生成された概念カテゴリーは【環境への再注目と学習

効果】，【環境も含めた子どもへの理解】，【重要な環境因子としての教員への気づき】，

【指導の継続性という環境因子への気づき】等であった。 

 

4.D 特別支援学校 

D 校では，個別の教育支援計画と個別の指導計画のつながりをシステム化し，そこ

からさらに授業改善につなげるために，約 4 年間の ICF 関連図を活用する取組が行わ

れた。 

これらの取組後の効果として生成された概念カテゴリーは【教員の視野の広がり】，

【個別の教育支援計画と指導計画の関係の整理】，【場面の違いによる子どもの力の違

いに注目した授業づくりの工夫】，【効果的且つ効率的な話し合いへの貢献】等であっ

た。 

 

Ⅳ 考察とまとめ  

 それぞれの背景や特性のもとでの多様な取組となっているため，語られた効果も多

様であった。 

A 校は，今と将来に向けた生活について生活を通して支援をする寄宿舎における取

組であり，舎生のほとんどが高等部生徒であることから，近い将来，社会で生活して

いく主体として生徒を位置づけた取組に関連した効果を生んだと考えられる。 

B 校は，個別の指導計画の形骸化への懸念を背景に持ちながら，個別の教育支援計

画とのつながりを整理し，授業の改善につなげた取組によるものであり，本格的に授

業改善の活用が進むにつれ，子どもの実態と教育課程の違いによる活用の有り様と効

果の異同が認識されたと考えられる。 

C 校は，高等部肢体不自由教育部門から知的障害部門も含めた学校全体へ活用の取

組が拡がっていき，学部や部門による実態や課題の違いがありながらも，全体として

は，ICF の構成要素の一つである環境因子への注目と指導改善への活用という点が学

校全体としての基盤となったと考えられる。 

D 校は，ICF の活用を学校経営の柱の一つに据え，学校完結型の授業から生活につ

ながる力の育成を目指した実践を目指す方向での取組での成果と考えられる。 

一方，共通した点としては，ICF の概念的な枠組みに注目して活用しているところ

であり，多面的・総合的な見方，或いは参加や環境因子等の特定の構成要素を切り口

としながら子どもの理解の改善が図られたことが挙げられる。また，共通する時代背

景として，各校において個別の教育支援計画の整備充実の求めがあり，そのことが学

校完結だけではない，生活を見る ICF の枠組みへの着目を促したことが挙げられる。

また，効果の主体について，教職員側から，子どもへの効果や子どもの自己理解への

効果が少しずつであるが言及され始めているところにも注目される。 

現行の特別支援学校の学習指導要領等では，個別の教育支援計画作成が義務化され，

ますますその重要性は高まっていると考えられる。前述の調査では，最も多い活用場

面は個別の教育支援計画における活用であることが明らかになったことからも，今回

得られた知見は，今後の特別支援教育における ICF/ICF-CY 活用に資するものである

と考えられる。 
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他方，「4.2」で述べた「特別支援教育において ICF 又は ICF-CY の活用を検討して

いる学校等のための活用手順(試案）」においては，活用後予想される効果について書

き込むよう，設定した。これは，ICF/ICF-CY 活用に限らず，どのような効果が期待

されるのか分からないと，主体的な活用には繋がりにくいと判断したためである。そ

の観点からも今回得られた，活用後の効果に関する知見は貴重なものだと考えられる。 

 

 

(徳永亜希雄，溝端英二，松村勘由，金子健，菊地一文） 
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3.2 本人参画と多職種間連携の意義と展望―ICF とキャリア

教育の視点から― 

 

Ⅰ はじめに 

特別な教育的ニーズを有する幼児児童生徒（以下，児童生徒）一人一人のより豊か

な自立と社会参加のためには，本人主体の教育の充実を図るとともに，各学校・学部

段階をとおしての一貫性・系統性のある指導・支援の充実を図る必要がある。そのた

めには，様々な場面における本人参画を実現することや，学校教育のみならず医療・

福祉・労働等，関係諸機関の連携・協働、とりわけ関係機関にいる他職種との連携・

協働による，時間軸・空間軸をつなぐ組織的な取組の強化が求められる。 

本稿では，近年，特別支援教育において「つなぐ」視点として注目が高まっている

「ICF」と「キャリア教育」の視点から本人参画と多職種間連携の意義とその可能性

について述べる。 

 

Ⅱ 本人参画と多職種間連携の意義 

 国際障害者年（1981）を契機に「自己決定と本人参加」が世界的思潮となり，本人

参加が大きく進展した。さらにサラマンカ宣言（1994）以降，さらにその動きは推進

され，平成 18 年（2006 年）第 61 回国連総会において，障害者権利条約が採択され

るに至った。翌年，我が国においても署名がなされ，平成 24 年（2012 年）1 月頃現

在，各省庁等における様々な議論をもとに批准に向けての作業が進められている。な

お，本稿では，本人のより主体的なかかわりを願い「本人参画」を標榜しているが，

「本人参加」と同義と理解されたい。 

この流れの中で，国連の専門機関の一つである WHO によって提唱された ICF によ

る障害観のパラダイムチェンジの影響は大きく，教育・労働・福祉・医療等の各分野

において，より一層の本人参加の推進に向けた人的・物的環境の見直しが図られ，支

援の在り方についても問い直されている。いうまでもなく本人参加は本人のニーズに

基づくべきものであり，その支援の有り様によって様々な形が考えられる。 

本人のニーズに基づく支援の充実を図り，本人参画を進めるためには，多職種の専

門家による連携が求められる。これまで多職種間連携は，主に医療・福祉の立場から

進められてきたが，近年，学校現場においても児童生徒の障害の重度・重複化，多様

化を鑑み，特別支援学校（肢体不自由）等において，看護師，PT，OT，ST 等，外部

専門家の導入が進められ，多職種間の連携が求められている状況である。 

一方，多職種間連携と類似する用語として関係諸機関連携が挙げられる。前者は性

質の異なる「多様な」職種における個人（担当者）を中心とした連携という意味に重

きをおき，後者は目的を共有した「関係する立場」である各機関（組織）による連携

という意味に重きをおくが，両者の意味するところの多くは重なるといえる。 

関係諸機関連携は，教育分野においては平成 21 年(2009 年)3 月に公示された特別支

援学校学習指導要領の「職業教育」及び「進路指導」の充実に関する箇所等に明記さ
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れ，その強化が求められている。また，労働分野においても，「福祉施設，特別支援学

校における一般雇用に関する理解の促進等，障害者福祉施策及び特別支援教育施策と

の連携の一層の強化について」（通達）等において言及されており，各分野において本

人を中心とした各機関や各職種の連携強化を図ろうとする動きがさらに高まってきて

いる。 

いずれにしても，本人参画と多職種間連携は，障害の有無や状態にかかわらず，全

ての人がよりよく生きる，共生社会の実現をめざす上で不可欠なものであり，その充

実と強化が求められる。 

 

Ⅲ 「キャリア教育」とは 

１ キャリア教育の定義と理念 

我が国におけるキャリア教育の定義は，「『キャリア概念』に基づき，児童生徒一人

一人のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために

必要な意欲・態度や能力を育てる教育（端的には児童生徒一人一人の勤労観，職業観

を育てる教育）」7)16)と示されてきた。ここで留意すべき点としては，①キャリアとは

単に経歴を示すものではなく，これまでを生かし，今後どう進むかといった将来展望

を含むものであること，②キャリア教育は単に就労を目指したものではなく，一人一

人がよりよく生きることや，個々人のもつ様々な役割の充実を目指したものであるこ

と 10)が挙げられる。すなわちキャリア教育とは，児童生徒が学習上，生活上経験する

様々なもの・ことに対して自分なりに意味付け，価値付け，重み付け，方向付けする

ことと，その変化・発達を支援する，一人一人のキャリア発達を支援する教育のこと

であり，障害の有無や状態にかかわらず，全ての人の生き方にかかわるものである。

なお，中央教育審議会平成 23 年(2011 年)１月 31日答申において，キャリア教育の定

義は「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てる

ことを通して，キャリア発達を促す教育」と新たに示されたが，これはキャリア教育

の本来的意義を改めて捉え直したものと考える。 

他方，キャリア教育は 1970 年代初頭，当時のアメリカ合衆国連邦教育局長官Mar

land が提言した「教育改革運動」14)として始まったものであり，学校教育の現代的意

味を問い直す視点であるということに留意する必要がある。すなわちキャリア教育と

は，児童生徒のキャリア発達支援をとおして，これまでの学校教育や地域における価

値を再発見し，児童生徒本人を中心とした，いまの時代にあった教育の充実・改善を

図るもの 4)であるといえる。 

 

２ 本人の願いへの注目 

キャリア教育で捉える「能力」とは，「できる・できない」を意味する ability では

なく，「課題への対処能力」を意味し，個人の現能力だけでなく「育成」の姿勢を含む

competency であり，本人の「ありたい」「なりたい」という願いを大切にするもので

ある。本人の価値観や自己決定，将来展望が大きく関係する「本人の願い」は，まさ

に「キャリア教育」の中核 8)であり，実現の可否にかかわらず，本人がその願いの実

現に向けて経験を積み重ねていくことや，その経験を振り返ることをとおしてキャリ
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ア発達が期待される。まさに本人参画を重視するものであり，その実現のためには多

職種間や関係諸機関による連携が求められるものである。 

 

 

Ⅳ 学習指導要領における ICF とキャリア教育の位置付け 

 

 平成21年(2009年)3月に公示された特別支援学校の学習指導要領等についての解説

において，新たに「ICF」と「キャリア教育」の文言が示された。 

特別支援学校学習指導要領解説「自立活動」編において，ICF は個々の障害に基づ

く学習上又は生活上の困難について，環境を含めた多面的・総合的に実態把握を適切

に行い，指導・支援の在り方を検討するための視点として示された。この「困難」の

捉えは，寄宿舎も含めて特別支援教育全体のものとして理解され，自立活動に限定し

て考えるものではないが，解説の中では，自立活動の内容は ICF が示しているいくつ

かの構成要素で捉えることができる。 

一方，キャリア教育は，特別支援学校高等部学習指導要領総則の「職業教育に関し

て配慮すべき事項」及び「教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項」において，

職業教育や進路指導，教育課程の見直しと充実を図る視点からその推進が示された。 

ICF とキャリア教育はどちらも本人の自己実現や社会参加と自立を図り，教育的支

援の最適化を図る上で重要な視点であると考える。これらの理念は，特殊教育の時代

から暗黙知的に重視してきたことといえるが，今日提言されているそれぞれの理念や

諸研究による形式知によって，特別支援教育における自立と社会参加に向けた指導・

支援の充実を図る意義を改めて明確化することや，指導・支援を具体化し，組織的に

推進する上で有効な視点であるといえる。ICF の対象は障害がいわゆる重度の児童生

徒であるという誤解や，キャリア教育の対象は障害がいわゆる軽度の児童生徒である

という誤解が一部で散見されるが，両者の理念は障害の有無にかかわらず全ての児童

生徒を対象としたものであることに留意する必要がある。これらの理念をふまえ，本

人の願いに基づき，環境因子を整えることも含めて，よりよく「いま」を生きること，

そして希望を持って主体的に諸活動に取組めるようになるための指導・支援の充実が

求められている。 

 

Ⅴ ICF及びキャリア教育の視点をふまえることによる可能性と留意すべき事

項 

前述のとおり，特別支援教育において多職種間及び関係諸機関との連携・協働が求

められているが，連携・協働をスムースにするためのツールとして，全ての特別支援

学校においては「個別の指導計画」及び「個別の教育支援計画」が作成されることと

なっており，「個別の移行支援計画」についても 92％の特別支援学校が作成している

13)。しかしながら，これらの諸支援計画の課題として，その活用が指摘されており 10)13)，

その解決を図り，諸支援計画の活用を図る視点としても ICF やキャリア教育が注目さ

れてきている。 

ICF に関しては，徳永（2004）をはじめ，春名（2008b）などが，多職種間連携等
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のツールとしての ICF の可能性について言及しており，「ICF及び ICF-CY の活用状

況に関する調査」11)においても，活用場面の上位 2位に「個別の教育支援計画」「個別

の指導計画」が挙げられている。また，国立特別支援教育総合研究所（2010c）におい

ても，学校現場における多くの活用事例を基にその有効性について述べている。 

キャリア教育に関しては，教育課程上の中核に位置づく職業教育や進路指導におい

て，従来から関係諸機関との連携が進められてきているが，機関や担当者をつなぐ諸

支援計画の有効な活用例としては，生徒本人が参画し作成する，京都市立白河総合支

援学校の「キャリアプラン」19)が挙げられる。また，国立特別支援教育総合研究所

（2010a）による「本人の願いを支えるシート」の個別の教育支援計画への活用が提

案されている。 

次に ICFやキャリア教育の視点をふまえることによる可能性と留意すべき事項につ

いて，本研究報告書の実践報告を基に検討し，整理した。 

 

１ 「本人の願い」に着目し，引き出す視点から 

Maslow（1954）による「欲求の階層」やその一つである「自己実現欲求」15)は，

人間の内部には成長や進歩に向けて自己の可能性を最大限に実現していこうとする欲

求が存在していることを示したものである。国立特別支援教育総合研究所（2008，

2010）では，これらを障害の有無や状態に関わらず，全ての人間に適用される概念で

あると捉えるとともに，特に障害のある児童生徒にとって重視すべきものとし，「本人

の願い」に着目してきた。「願い」を引き出すことは，本人にとっての学ぶことをはじ

めとする諸活動における目的の明確化や支援者の協働性を高める上で有効であり，本

人参画による本人主体の活動の充実を図るためにも重要なことであると考える。 

しかしながら，「本人の願い」の把握は，本人の音声による表出言語の有無にかかわ

らず容易なことではないため，支援者はその把握に務め，単独による決めつけではな

く，複数の目による本人を中心とした共同作業が求められる。 

そのための有効な手段の一つとして，涌井（2011）は，PATH（Planning Alternative 

Tomorrows with Hope）（Pearpoint & Forest，1993）20)や MAPS，Good Experiences

などを挙げており，キャリア教育研究に取組む一部の特別支援学校では，「願い」から

「ねらい」を導きだし，支援内容及び方法の具体化と共有を図る PATH やその手法に

基づく前述の「本人の願いを支えるシート」が活用されている。 

逵報告では，PATH の過程において「本人の願い」に基づく支援内容及び方法の具

体化を図る手段として ICF 関連図を作成しており，より本人参画を重視するとともに，

本人及び支援者双方にとっての「願い」から導き出された「目標」の共有と各自の取

組の必然性を高めていると言える。本人にとっては，PATH をとおして自分の「なり

たい」「ありたい」に基づく各教科等における目標設定につながるとともに，その達成

のために周囲から受ける支援への実感につながると考えられる。また，セルフコント

ロールを目指した事例では，まさに本人が「なりたい」姿に近づくために ICF 関連図

を作成し，活用が図られている。ICF 関連図の構成要素の一つである「活動・参加」

に着目し，「本人の願い」と関連づけて検討することは，難しいとされる願いの把握や

願いを引き出す一つの解決方策になりうると考える。 

- 12 -



また，齋藤報告の「マイノオト」も同様に，本人の参画による ICF 関連図作成をと

おして，本人による課題意識の明確化や，環境調整（支援を求めること）の認識化，

さらには自己理解にもつながるものと考える。ともすれば第三者による一方的な問題

意識の伝達や目標設定になりがちなことや，問題解決についても本人にとっての「な

ぜ，なんのため」といった必然性を認識するための手続きが不十分であること，本人

が環境側に働きかけ，解決する機会やストラテジーを学ぶ機会の不足等によって，結

果として失敗経験となり，自己肯定感や意欲の低下につながってしまうことが少なく

ないと推察されるが，この本人参画による「マイノオト」の取組は，これらの問題の

解決につながるものと考えられる。今後，本人による振り返りの機会を設定し，丁寧

に支援していくことで，本人のキャリア発達が期待される。また，「マイノオト」はポ

ートフォリオとしての活用も期待され， ICF 関連図や問題解決の蓄積は，本人が問題

解決を図る際のツールとなりうるであろう。これらは田村報告や川口報告にも見られ

るように，学部・学校段階や障害種にかかわらず適用が期待されるものである。両報

告の今後の取組の深化に期待したい。 

 

２ 指導・支援の「縦」と「横」をつなぎ，見直す視点から 

 本人主体の教育や自立や社会参加を目指した教育のより一層の充実を図るためには，

教育目標の明確化を図り，教職員全体で共有することや，一貫性・系統性のある指導

内容や指導方法の見直しを図り，組織的に取組むことが前提となる。近年，そのため

の視点として ICF やキャリア教育への注目が高まっていることは，その必要性が認識

されてきていることの現れの一つであるといえよう。 

学校現場における様々な実践の中から，キャリア教育の視点から「縦」をつなぎ，

ICF の視点から「横」をつなぐ取組に注目したい。具体的には，縦軸として教育課程

全体における指導内容の一貫性・系統性という視点からキャリア教育に着目し，キャ

リアプランニング・マトリックス（試案）10)等の活用により，自立や社会参加をふま

えた具体的な指導内容やねらいを明確化したり，「横軸」として ICF に注目し，ICF

関連図の活用により，教員の働きかけを含む指導・支援環境を最適化したりすること

である。指導内容の選択については，従来から活用されている WHO による ICF チェ

ックリスト（WHO著・国立特殊教育総合研究所訳，2005）や当研究所で整理した

ICF-CY チェックリスト（徳永他，2010）の結果を踏まえた検討も有効であると考え

るが，本来 ICF の評価は，伸びしろのニュアンスを含む capacity(能力と訳される)と

performance（実行状況）を対象とするものであるものの，ともすれば教員による児

童生徒の「できる」「できない」といった固定的なニュアンスのある ability 的視点に

よるアセスメントになってしまうことが推察される。このことは吉川（2009），河合

（2010）等がいう「ICF 本来の理念と矛盾する」という危険性が危惧される。そこで，

キャリア教育で重視する competency 的視点をふまえ，間主観的に複数の指導・支援

者による共同作業のプロセスを重視することや，本人の意向を聞き取るなど，可能な

限り本人参画の形を検討し採り入れていくことよって，より本人主体のものとして機

能する可能性があると考える。 

ICF研究には様々な立場があり，ICF研究において開発・提案されてきているツー
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ル類に関しても「アセスメント」ベースとして活用する場合や「願い」ベースで活用

する場合等がある。ICF やキャリア教育に限らず，各種ツールの類は，あくまでも手

段であり，これらを「誰のため」「なぜ」「なんのために」活用するのかを念頭に置き，

活用することが望まれる。ツール等の活用をとおして具体的理解が図られる側面もあ

るが，限定的・固定的理解や誤解も招くおそれもある。改めて両概念のもつ理念や意

義について言語化・文字化するなど，形式知化し，組織的な共通理解を図ることが不

可欠である。 

また，田添報告で触れられてはいないが，東京都立墨東特別支援学校では，ICF や

キャリア教育の視点に基づく教育活動全体を対象とした取組を，学校研究をとおして

進めている。当校の取組は，個を対象とする実践に焦点を当てたミクロ的視点のみな

らず，学校経営や教育課程を視野に入れたマクロ的視点から言及している点で，前述

の中教審答申（2011）等で挙げている「教育課程の改善」の方向性を示す 1)6)7)という

キャリア教育の意義とも重なるものである。教育活動を見直し，指導・支援の「縦」

と「横」をつなぎ，見直すことは，多職種間及び関係諸機関連携の前に，学校そのも

のの在り方を明確にし，改善・充実を図る上で重要であると考える。 

 

３ 諸支援計画に反映し，連携を実働的なものにする視点から 

ICF やキャリア教育の理念や意義は，空間軸においては，教育の場のみならず全て

の場に共通し，そして時間軸においては，学校教育の期間のみならず生涯をとおして

かかわるものであると考える。これらの共通言語を用いることによって空間軸と時間

軸をつなぐことが理想ではあるが，それぞれの分野における専門性や専門用語といっ

た文化的差異があることや，時間的制約が課題として挙げられるため，共通言語でつ

なぐことの必要性，重要性を認識しながらも簡単ではないという指摘も少なくない。 

この課題の解決のためには，前述した（１）の「本人の願い」に基づいてつなぐと

いう道筋と（２）の支援内容・方法の一貫性・系統性をふまえたカリキュラムやプロ

グラムでつなぐという道筋が考えられるが，これらを反映した諸支援計画というツー

ルをどう機能させるかではなく，まずはその目的を明確化し，多職種・関係諸機関で

共有することが重要であると考える。 

田添報告では，東京都において平成 21 年(2009 年)度から試行されている外部人材

（介護の専門家）との校内における連携について報告しており，ICF の視点を取り入

れた個別の指導計画及び個別の教育支援計画等の活用や ICF関連図を活用したケース

カンファレンスによる取組を紹介している。本報告では，前述の学校研究をとおして

指導・支援の「縦」と「横」をつなぐ共通言語としての可能性について言及しており，

児童生徒一人一人の将来を見据えたトータルな実態を捉えるとともに，日常の指導に

関して教員と学校介護職員が共通に理解する基本ツールとして有効であると報告して

いる。特に ICF 関連図を活用したケースカンファレンスは，教員と学校介護職員との

連携以外にも，看護師や外部専門家としての PT，OT，ST，保護者等との連携にも有

効であったと報告しているが，当校において ICF が共通言語として機能したプロセス

には，教員側による一方向の提案型ではなく，相互協働型の作業をとおして合意形成

を図っているところが大きく，その背景にはマネジメントやファシリテーションの視
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点があると推察する。さらには，教員のみならず多職種それぞれの「職業人としての

ロール（役割）」におけるキャリアに着目しているところも興味深い。キャリア概念を

理解し，児童生徒のキャリア発達を重視することは，支援者自らのキャリアと向き合

うということでもあり，このようなキャリアの「同時平行性」が推察される報告であ

る。 

森山報告では，併設する病院という医療分野との連携に関する報告であり，精神疾

患等のある児童生徒の低下している活動状態を生活機能のプラス面（実行できること，

参加できること）から捉えて評価することについて ICF を活用している。また，多職

種間連携における課題の一つとして挙げた時間的制約の問題を解決するための方策と

して，ICF-CY の項目（コード）を活用した実態把握表を医療，家庭，学校，本人用

の４種類作成し，活用を図っている。前者については，本人のできることといった「よ

さ」に着目している点が本人参画を進める上で有効であると考えられ，後者について

は，それぞれの分野・担当者が把握できる，または実態把握が求められる領域に項目

（コード）を精選することで，作業負担の軽減化につながり，多職種間連携をスムー

スにする上で有効であると考えられる。特に，本人用のものは本人参画を進める上で

重要かつ有効であると考える。 

対象とする児童生徒が医療・福祉等，他職種との連携が不可欠な状態であり，「病気」

という「健康状態」よる影響が大きい場合，心身の状態が不安定になりがちであるこ

とが推察されるが，だからこそ本人参画による「ありたい」「なりたい」という「本人

の願い」を把握し，重視していく必要があると考える。  

 

上記で触れた各報告は，ICF やキャリア教育の視点をふまえた「本人」「学校組織」

「多職種間及び関係機関連携」における有効なアプローチの一つと言え，これらの取

組を参考に，本人参画をさらに推進していくとともに，他職種を含む関係者・機関の

連携・協働を強化していくことが求められる。繰り返しになるが，その際はツールの

みにとらわれず，「なぜ」「なんのため」にツールを用いるのかを明確にするとともに，

その限界性に留意し，活用することが求められる。また，その前提として，改めて ICF

やキャリア教育への正しい組織的理解が求められよう。両視点をふまえた実践研究の

推進による，今後の知見の蓄積に期待したい。 

（菊地一文） 
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第 1 編  昭島市下水道総合計画の策定にあたって 
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4.1 特別支援教育における ICF 及び ICF-CY 活用支援ツー

ルの開発と実証の必要性について 

 

平成 21 年(2009 年)に発行された特別支援学校の学習指導要領等の解説の中で，ICF

の考え方を踏まえた指導や必要な支援及び関係者間で実態を適確に把握したり共通理

解を図る際に活用したりすることなどの様々な ICF の活用についても言及された。自

立活動編においては，個々の障害による学習上又は生活上の困難を ICF との関連で捉

える必要性が述べられているが，「どう捉えるか」についての具体的な言及はない。学

校現場での聞き取りや本研究所での研修事業等をとおして，多くの教職員から「ICF

の理念は分かった。でも，具体的にどうすればよいかが分からない」といった意見を

異口同音に繰り返し聞いてきた。同様のことは，同年に特別支援学校を対象に行った

調査からも読み取れた。 

本研究としては，特別支援教育における ICF/ICF-CY の活用は，ICF の「考え方」

についての活用とツールとしての活用があると考えている。「考え方」とは，人の生活

を三層構造で捉え，それらは背景因子や健康状態との相互作用の関係にあり，生活機

能が低下した状態を障害として捉える等の，いわゆる理念ともいえるものである。 

一方，それらを体現するものがなければ実践には繋がりにくいと捉えている。それ

が本研究で捉える ICF/ICF-CY 活用支援ツールである。「10.4」にある日本特殊教育学

会でのシンポジウムでの質疑応答の中で述べられた「現場ではツールを使いながら

ICF/ICF-CY の活用について知っていくことが実際的」，「ツールがあることで観点や

目的がはっきりする」といった学校現場からの声があるのは確かだと考える。他方，

「4.3」において述べた，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの一つである「ICF 関連図」の

作成について，決して作成そのものが目的にならないようにすることが重要であると

も考える。 

特別支援教育における ICF/ICF-CY 活用において重要なことは，「考え方」と「ツー

ル」をバランスよく活用することではないかと考える。本研究では，ツールの開発に

重点を置いて進めてきたが，特に重要視したのは，学校現場の教職員の声や，学校現

場での実際の活用を通した実証である。このことは研究成果を学校現場に還元するこ

とを研究活動のビジョンとしている，本研究所の研究として欠かすことができないも

のとして認識し，取組んできた。 

そのような観点から，4 章において各ツールの理論的整理を行い，5 章において実証

事例について整理した。ぜひ参照されたい。 

 

         （徳永亜希雄） 
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効果に見合うコストだったのか，より適切な方向性はどうあるべきか，等の評価

をする。 

 

４．全て電子化した段階～「同 (試案）Ver.６」 

これまで「活用手順本体」は紙で示し，「教育課題把握チェックリスト」のみ Excel

で電子化していたものを，全て Excel に入れ，利用の簡便化を図るとともに，データ

として一括管理できるようにした。 

 

５．インターネットで事例を参照できる「ICF/ICF-CY 活用事例等文献データベース」

へのリンクの整備を図った段階～「同 (試案）Ver.７」 

Ver.６において，本研究の Web サイトに連動した「ICF/ICF-CY 活用事例等文献デ

ータベース」内の事例を参照する場合，「教育課題把握チェックリスト」で明らかにな

った課題等から検索することが難しい状況であったため，「ICF/ICF-CY 活用事例等文

献データベース」側に「活用手順」内にある文献番号から検索できるようにした。ま

た，Excel の特徴として，操作上のミスからセル内のテキストが削除されてしまうケー

スがあったため，入力を求めるセル以外に入力制限をかけて，そのような不具合が生

じないようにした。 

 

６．「ICF/ICF-CY 活用事例等文献データベース」内の事例の概要をさらに見やすくし

た段階～「同 (試案）Ver.８」 

Ver.７において，「ICF/ICF-CY 活用事例等文献データベース」内の事例を参照した

場合，その中の「ICF 児童青年期バージョンの教育施策への活用に関する開発的研究

（平成 18 年(2006 年）度～19 年(2007 年）度）」研究成果報告書が冊子全体の PDF

を閲覧する設定だったために，該当事例へのアクセスに困難さがあった。そこで，事

例毎にデータを分解し，該当事例のみにすぐアクセスできるよう，改善を図った。 

 

Ⅳ 「活用手順 Ver.８」の概要 

 

 以上のような手続きを踏まえて作成された「活用手順 Ver.８」の概要について，以

下報告する。本研究の Webサイトで既に公開されているので、そちらも参照されたい。 

http://www.nise.go.jp/cms/8,559,52,273.html 

 

１．導入部分 

 Excel シートの１枚目であるここでは，「Ⅰ はじめに－ICF 及び ICF-CY を活用す

るために－」として，「活用手順」の趣旨について説明し，活用の検討をするにあたっ

ては，ICF/ICF-CY そのものやその関する情報を知っておいたほうがよいと思われる

として，以下のように関連資料を紹介している。 

 

①特別支援教育における ICF 及び ICF-CY 活用に関するよくある質問と答え(FAQ) 

http://www.nise.go.jp/cms/8,143,18.html 
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②解説「特別支援教育における ICF 及び ICF-CY について考える」(以下の頁のⅡ2..2

をご覧下さい。) 

http://www.nise.go.jp/cms/7,407,32,142.html 

③研修コンテンツ「特別支援教育における ICF の活用」を作成しました。 

都道府県・市等の特別支援教育センターや学校等における教職員を対象にした「研

修コンテンツ」の一つです。ご利用の仕方等，詳細はこちらの頁をご覧下さい。 

http://www.nise.go.jp/cms/9,0,20.html 

 

続けて「Ⅱ 活用手順の概要」として次を示している。 

 

①「教育課題把握チェックリスト」を用いて，各学校等において改善・充実させる

べき教育活動上の課題等を明らかにし，できるだけそれらを関係者間で共通理解

する。 

②各学校等において改善・充実させるべき教育活動上の課題等の箇所に対応した事

例を参照しながら，そのことの改善・充実のために，ICF/ICF-CY の活用が適切

かどうかを判断する。 

③適切と判断された場合は，活用目的，活用場面，活用する ICF/ICF-CY の観点，

活用後に期待される成果等を検討し，できるだけそれらを関係者間で共通理解す

る。 

④活用後，子どもにとって効果があったのか，関係者にとって効果があったのか，

効果に見合うコストだったのか，より適切な方向性はどうあるべきか，等の評価

をする。 

 

２．「活用手順」本編～活用の前に確認すること 

Excel シートの２枚目であるここでは，活用の前に確認することとして，「貴校等に

おいて，改善・充実させるべき教育活動上の課題にはどのようなことありますか。特

別支援教育における ICF 又は ICF-CY 活用のための教育課題把握チェックリスト（略

称：教育課題把握チェックリスト）を用いて確認してみましょう。」として，「教育課

題把握チェックリスト」について，以下のように説明している。 

 

 (ⅰ)本チェックリストの概要  

 この「特別支援教育における ICF 又は ICF-CY 活用のための教育課題把握チェッ

クリスト(試案)｣（以下，教育課題把握チェックリスト（試案））は，ICF 又は ICF-CY

の活用を検討している際，活用しようとする集団での教育課題を明確にし，共通理

解を図るために活用するための指標です。また，あわせて共通理解が図られた教育

課題を解決するために，活用事例文献を紹介しています。 

 

 (ⅱ)教育課題把握チェックリスト（試案）項目の説明 

  教育課題把握チェックリスト（試案）は，合計 52 の項目で構成され，さらにそれ

らの項目は以下の９つのまとまりに分類されています。 
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  Ａ 子どもの捉え方について 

  Ｂ 実態把握について 

  Ｃ 指導目標の設定について 

  Ｄ 指導方法・支援方法について 

  Ｅ 個別の教育支援計画・個別の指導計画等について 

  Ｆ 教職員間の連携について 

  Ｇ 保護者との連携について 

  Ｈ 関係者間との連携について 

Ｉ 話し合い等について 

 

(ⅲ)使用の方法 

①ICF/ICF-CY の活用を考えている集団にとって，すなわち「私たち」にとっての課

題と思う項目について，「チェックリスト評価シート」の該当箇所のチェック欄に

個々に@（半角）をつけます。その際，例えば@が多くなりすぎて教育課題の焦点が

絞りづらくなるような場合は，@をつける数を限定したり，特に重要と思われる内容

の@の色を変えたりする等の工夫をしてください。 

 

②チェックされた結果は「結果集計・最終シート」,「（参考）集計グラフ」に自動的

に集計されます。表示された数値は，集計グラフにも反映されています。課題と思

っている内容の多かった項目や項目のまとまりを手がかりにして 解決しようと考

えている教育課題を検討し，教職員間で共通理解します。その際，評価された結果

は，評価する時期によって異なることも考慮します。なお，パソコンのディスプレ

イやスクリーン等で結果を見ながら話をすると，情報の共有がしやすくなり，話し

合いも進めやすくなります。 

 

③共通理解できた教育課題を「結果集計・最終シート」で教育課題となる項目（1～52）

もしくはそれらのまとまり（A～I）をクリックすると，それぞれの「ICF 又は ICF-CY

を活用した事例文献等の紹介」シートに飛び，教育課題を解決する参考事例を見る

ことができます。参考事例の概要を調べるときには，紹介された事例の下にある，

「ICF/ICF-CY 活用事例文献等データベース」をクリックするとインターネット介

して，データベースを見ることができますので参考にしてください。 

 

④共通理解した教育課題を解決するために，各学校の実情（個別の支援計画の書式や

運用状況等の現状）を踏まえた上で，「活用事例文献紹介シート」から ICF 及び

ICF-CY の活用事例を参考にして ICF 又は ICF-CY の活用をするか否か，活用する

場合はどの項目や項目のまとまりに着目して ICF/ICF-CY を活用するか判断し，最

終判断欄（E列）に○を記入します。 

 

(ⅳ)項目での用語の説明 

教育課題把握チェックリスト（試案）で活用されている用語で，チェックをする
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4.3 「全体像の理解･生活全般での課題設定･各授業での指

導課題等検討のための ICF 関連図作成手順」の開発と

実証 

 

Ⅰ 研究の趣旨と目的 

 

特別支援学校における ICF/ICF-CY の活用については，多様な取組があることが報

告されている（松村他，2010）。その中において，活用の観点として，「ICF の概念図

を模した図（以下，ICF 関連図）を用いて幼児児童生徒の情報を整理する方法」は３

番目に多いという結果だったが，これまでの特別支援教育における ICF/ICF-CY を活

用した実践報告の蓄積から，最も多い回答となった「心身機能・身体構造，活動，参

加という生活の機能に加え，環境因子や個人因子等を含めて多面的・総合的に人を理

解するという考え方 」についても，そのことが実践に生かされる場合は ICF 関連図が

用いられることが多いと推察できる。 

以上のような状況を踏まえ，ICF 関連図については，本研究の前身の研究となる「特

別支援教育における ICF-CY の活用に関する実際的研究（平成 20 年(2008 年)～21 年

(2009 年)度）」（以下，前研究）において，成果報告書の中で「『ICF 関連図』の活用に

ついて」として整理した。その中では，ICF 関連図とは多様なものであることを押さ

えた上で，ICF/ICF-CY 活用においてはで，必ず ICF 関連図を使わなければならない

わけではなく，また，それそのものが ICF/ICF-CY 活用ではないことを述べた。その

一方で，子どもの多面的・総合的な理解や関係者の連携等において有用なツールの一

つであると考えられ，これまでの蓄積をさらに整理し，検証しながら，より効果的な

ICF 関連図作成について検討を進めたい旨を述べた（徳永他，2010）。 

本報告書の中でも ICF 関連図が多く使われているが，大久保（2007）がワークシー

トと付箋紙を用いて本人にとって望ましい参加・活動の姿を想定し，そのことに関連

する実態を洗い出し，支援計画を作るための ICF 関連図作りについて報告して以降，

作成のための手順等は報告されていない。 

一方で，「4.2」等で述べているとおり，ICF/ICF-CY の活用は，それぞれの実情，目

的に応じてなされるべきであり，固定的な，絶対的に正しい活用方法等はなく，それ

ぞれの目的に応じた活用が望ましいと本研究では押さえている。したがって，活用に

あたってはその目的が重要であり，ICF 関連図を活用する場合も同様として考えてい

る。 

他方，前述の調査では，最も多い活用場面は，個別の教育支援計画における活用で

あることが報告された。一般的に，個別の教育支援計画では，対象となる子どもの実

態把握から始まり，中心的な課題や目標が検討され，学校でいえば，個別の指導計画

等と連動した形で，各教科や領域，そして各授業へと繋がることになる。したがって，
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 “実態からの課題関連図” “ICF 関連図” 

方
法

 

① 気になる所や課題のある所，得意な所な

どを付箋紙に書き出す。 

② 付箋紙を項目ごとに分けて整理する。 

項目立てで基本になるのは自立活動の

６区分。それ以外でも良い。 

（実態把握を行う教員のグループによっ

て特徴がでることもある。） 

③ 関連する項目同士を矢印で結ぶ。 

① 子どもの実態（含，気持ち）を付箋紙

に書き出す。 

② 付箋紙を ICF 関連図のワークシートに

分類する。 

③ 落としている情報がないか，確認する。

④ 関連する事柄同士を矢印で結ぶ。 

⑤ 生活全般での課題を検討する。 

（講義：特別支援教育における ICF の活用

より） 

 
 

 
の

び
太

の
課

題
 

＜将来像＞ 

 自分に自信を持ち，問題を自分で解決し

ようとする。 

◆全体を見通して，学習面や心理面への支

援が必要である。 

 →支援が必要な理由は，自分に自信がな

いから。 

 →自信をつけるために，自己肯定感を育

て，自分で問題を解決できるようにな

ってほしい。 

◆得意な分野で友達と一緒に活動するこ

と。 

（あやとり，ストーリー作りなど） 

◆正しく読み書きをすること。 

 

◆正しく読み書きをすること。 

 →機能的に問題がないようであれば，見

え方の実態把握を行い，読み書きへの

支援を行う 

◆面倒くさがりだったり，意志が弱かった

りすることの克服。 

（「ドラえもんに助けてもらえばいい」と

思う気持ちが強いことも一因） 

 →自分でやりきれるような活動から，成

功体験を積む。短い手順での活動を用

意する。 

◆人とのかかわり方を身に付ける。 

（思ったことをすぐ口にしてしまい，相手

を傷つけたり，怒らせたりすることが多

い。） 

→ＳＳＴで関わり方を学ぶ。 

◆遊びを増やす。 

→手先が器用。本人の得意なことを生か

して周囲の人に良さをアピールする。 

気
付

い
た

こ
と

 
◎どれも本人に関わることなので，矢印が

全部に関わる。 

◎分類した項目に名前をつけることが難し

く，手間に感じた。 

◎あげられた情報が偏ったものであって

も，気付きにくい。 

 

◎項目があるため，不足している情報が分

かりやすい。 

◎矢印を結ぶことで相互の関係が分かり

やすい。 

◎検討したい部分が見えてきやすい。 

◎具体的な支援の方向が見えてきやすい。

◎自立活動の項目と比較すると，抜けてい

る部分が多い。 

表 ２つの関連図からののび太の課題と気付き（湯野，2011）
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めに，対象者毎に個別データを一括して保存し，集計・分析をするための機能を追加した。 

 

「5.6」において，電子化ツール Ver.２の活用の実証を行っている。これまで，用紙上で

付箋紙などを用いて作成されていた ICF 関連図の作業過程が電子化されたことで簡便に

なったこと，ICF 関連図が Excel 上に作成されたことで，その後の並べ替えや色付けなど

が容易になり，関係者間でのファイルの共有による共通理解に繋がる可能性が広がったこ

となどが報告された。 

 

３．平成 23 年度の主な改善点 

平成 23 年度は，電子化ツール Ver.２の機能について，課題を検討し，チェックリスト

データと個別データの共有を図るためデータファイルのインポートとイクスポート機能を

追加した。以下，改善後の電子化ツールを電子化ツール Ver.３とする。(図３) 

プロトタイプ及び電子化ツール Ver.２では，ともに単独のパソコン上で活用することと

して設計している。それらの試用を進める中で課題となったのが，チェックリストデータ

と個別データの共有であった。 

（１）チェックリストデータの共有 

電子化ツール Ver.２では，特定のパソコン上で作成されたバージョンチェックリストは，

そのパソコン上で保存され，活用する機能を実現していた。作成されたバージョンチェッ

クリストを他のパソコン上で使用するためには，バージョンチェックリストを再度入力す

る必要があり活用上の課題として指摘された。 

これらの課題点を改善するために，特定のパソコン上で作成されたバージョンチェック

リストを外部へファイルとしてエクスポートする機能と，出力されたバージョンチェック

リストのファイルを他のパソコンにインポートする機能とを追加した。 

（２）個別データの共有 

電子化ツール Ver.２では，特定のパソコン上で作成された対象者の個別データは，その

パソコンに保存され，必要によって呼び

出され，変更やその後の変化を追うこと

ができるようになっている。そのデータ

を担当者が変わった場合，また，そのデ

ータを複数の教職員で把握する必要があ

る場合に，電子データとして共有するこ

とができないことが課題として指摘され

ていた。 

これらの課題を改善するために，特定

のパソコンで作成された対象者の個別デ

ータを外部へファイルとしてエクスポー 

トする機能と，出力された個別データを 

他のパソコンにインポートする機能とを追加した。 

                          

 「5.7」及び「5.8」において，電子化ツール Ver.３の活用の実証を行っている。教職員

図３ トップ頁画面 
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構造化したりと各項目の関連を探る作業を行う際に付箋のように思考の流れを

視覚化する工夫が必要であった。 

④医療療育センターと学校との連携の在り方の現状を考えると連携ケース検討会

そのものに課題が多く ICF-CYツール活用を機会に学校の各教育計画の見直し

も含めた課題解決が必要である。 

 

Ⅳ おわりに 

本校では，これまでの ICF-CY の取組により，児童生徒の周囲に目を向け，周囲に

認められる状況を考えること（環境づくり）が，その子のもつ力とやる気を引き出し

（活動），毎日の学習を楽しいものへと変えていくと信じ，授業作りを行ってきた。図

―２は，そのイメージを表したものである。学習への自信は，学校だけでなく日々の生

活に生き生きと取組む姿（参加）となってあらわれてくる。その中で，具体的な活用

ツールである「ICF 関連図作成手順」や「電子化ツール」を用い，それらの有効性と

改善点について検討した。この後も，これらのツールを含めて，ICF-CY を活用した連

携と支援の工夫に取組んでいきたいと思う。 

（二階堂悟，徳永亜希雄） 
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分類に迷った時は「ICF 関連図作成手順」を参考にして，付箋紙を追加する等，分類

に時間をかけ過ぎず進めることができた。開始から約１時間後，参加者からの情報が

ほぼ出されたと判断されたが，手元に付箋紙が残っている参加者もいた。それらの付

箋紙は，例えば，「送迎サービス利用」は他の参加者が出した「福祉サービスの利用」

と内容が同じだと判断されたものが多かった。 

その後，ICF-CY の第２レベルまでの分類項目を参考にすることで，「手を使った活

動」等，参加者が落としていた情報がいくつか追加された。ICF 関連図には多くの情

報が出されたため，長い文章が書かれた付箋紙は，分類した時のキーワードとなった

言葉にマーカーを引いたり，「認知」，「介助者のかかわり方」，「性格」等，似たような

内容の付箋紙を集めて○で囲んだりして，全体を見やすく整理した。そして，ICF 関連

図の情報を見やすく整理した後，関連していると考えられる情報を矢印で結んだ。参

加者は付箋紙を使って情報を出し合ったり，情報を関連付けたりすることを通して，S

の身体や気持ちの変化とその理由を知り，改めて全体像を理解することができた。次

に，卒業まで半年となった S にとって，より豊かな現在と将来の生活を目指した課題

設定と，得意なことを生かした各授業での具体的な指導内容や手立てを検討した。S

が周りの人とかかわったり，役割を果たしたりすることに喜びを感じながら成長する

姿をイメージし，課題等を検討することができた。また，肩関節の可動域や視覚に関

する情報等，実態把握が不十分な内容があることがわかり，担任が理学療法士等に確

認することにした。最後に ICF 関連図の内容を見直す次回検討日を 10 月下旬に設定

し，開始から約２時間でケース会議を終了した。 

 

Ⅳ 考察 

ケース会議では「ICF 関連図作成手順」を用いることで，目的を明確にしながら，

スムーズに ICF 関連図を作成することを通して，様々な視点からの情報を整理したり

関連付けたりしながら S の全体像を多面的・総合的に理解し，現在及び将来の豊かな

生活を目指した課題設定や，２学期以降の授業での具体的な指導課題等を検討するこ

とができた。このことは「ICF 関連図作成手順」活用によるものと考えられ，「ICF 関

連図作成手順」は ICF/ICF-CY 活用支援ツールとして有効であると考えられた。 

しかし，より多くの情報を得るために付箋紙にあらかじめ情報を書き込んだり，ICF

関連図を見やすくする工夫も行ったりしたことから，「ICF 関連図作成手順」の進め方

は場合によっては活用する集団に応じて変更できるのではないかと考えられた。 

一方で，さらに学校現場で使いやすいものとするための課題として，言葉の定義づ

けや ICF 関連図作成時の付箋紙の整理の方法の明示の必要性等，いくつかの技術的な

改善点も明らかになり，本研究チームに対して，改善を依頼した。 

 

Ⅴ おわりに 

 今回の取組を行った教員は，S の全体像を深く理解することができ，目指す姿を具

体的にイメージしながら，２学期以降の指導や支援の充実に向けて話し合うことがで

きた。「ICF/ICF-CY を活用することで，生徒の実態把握や目標設定等がしやすくなる

ことが実感できた」，「ICF 関連図作成を通して ICF/ICF-CY の基本的な理解を深める

ことができた」という感想が聞かれ，ICF/ICF-CY の活用について，理解を深める機
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第 1 編  昭島市下水道総合計画の策定にあたって 
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6.1 寄宿舎における ICF 及び ICF-CY 活用の取組－生徒

自身による活用を目指して－  

 

Ⅰ はじめに 

 特別支援学校(肢体不自由)である静岡県立中央特別支援学校（以下，本校）寄宿舎

には，中学部生徒1名，高等部生徒23名が在籍している。寄宿舎での生活を通じて，

個々の能力に応じた生活技術の獲得と生活力の向上を目指している。寄宿舎は「生

活」の実践の場であり，寄宿舎での支援は「一人一人の生活」の中で行われる。その

支援にあたる寄宿舎指導員には一人一人の生活を幅広くとらえ，個々の能力に応じた

生活技術や生活上の工夫を見出す支援の力が要求される。 

また，卒業後，生徒がどのような生活を送るのか，どこで生活するのか，地域とは

どうつながっていくのかなど，卒業後の望まれる自立の姿は個々の実態によって異な

る。現在の寄宿舎生活の中で，卒業後のそれぞれの自立の在り方を実現するために必

要な支援を見出すことも求められている。 

 ICF/ICF-CY は生徒の生活を包括的にとらえていくことのできる概念の枠組みであ

り，生活を広く網羅した分類項目を含むものである。ICF/ICF-CY の活用によって，

生徒の生活を心身機能・身体構造だけでなく，活動や参加，そして環境をも含めた広

い視点で見ることができる。そこから，生徒自身が獲得すべき生活技術を見出し，そ

れに対する指導を導き出すことができ，卒業後のそれぞれの自立の在り方を実現する

ための，社会的アプローチの方策をも見出すことができると考える。 

 こうしたことから，本校寄宿舎において，ICF/ICF-CY の概念に基づいて指導計画

を立てることは非常に有効であると考え，指導に生かすための方策を模索しながら，

継続的に取組んできた。それらの中で，指導者側の生徒の捉え方の変化等の成果が見

られた一方，課題の一つとして生徒自身による活用が指摘されてきた。そこで，本稿

では，生徒本人による ICF/ICF-CY 活用を目指した寄宿舎での取組について報告し

たい。 

 

Ⅱ 目的及び方法等 

 本校寄宿舎に入舎している生徒のほとんどは高等部在籍であることから，卒業後の

自立に向けた生活技術の獲得と，生活力の向上を目的としている。卒業後の自立の在

り方は一人一人異なり，個々に応じた卒業後の生活に必要な技術や生活の工夫が必要

となる。しかし，多くの生徒は自分自身の肢体不自由があることによる生活の困難さ

に対する認識が弱く，どこをどう工夫し，どんな技術を身につけることが卒業後の自

分の自立に必要なのかを考えることが難しいのが現状である。 

 したがって，生徒自身が ICF/ICF-CY の視点を持ち，自分の生活を分析すること

ができるようになることで，自分自身に対する認識が深まり，卒業後の自立に必要な

生活技術や，社会生活力を積得するための方策を明確にすることができるようになる

と考えられる。 
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 そこで，平成23年(2011年)度は生徒自身が ICF/ICF-CY を活用して，自分自身の

生活を見直す実践を行うことにした。方法としては，ICF 関連図を使用して日課に沿

って自分の生活を分析する作業を通じて，自分の「できること」「していること」を

認識し，寄宿舎生活の中での課題を見つけるようにした。以下，事例の概要と取組の

手順について述べる。 

(1) 事例生徒 A さんの概要 

高等部1年生の女子。平成23年(2011年)度の入学と同時に入舎した。移動には車

椅子を利用している。寄宿舎生活の中で自分が感じている困り感の原因がどこにあ

るのか，寄宿舎生活の中で何を身につければよいのかが明確にできず，「自分だけ

できない」と感じていた。 

 

(2) ICF 関連図作りの目的と手順 

以下の ICF 関連図（写真1）を使用して，生活の見直しを行い，自分自身の課題

を見つける。実際には，付箋紙を貼ったものを活用しているが，本稿では，内容が

分かりやすいように図１として整理した。 

① 日課に沿って，自分がしていることを考える。教職員が付箋に記入し，本人

が貼る（写真2及び３）。 

② 自分でやること(活動)とみんなでやること(参加)の分類を考え，ICF 関連図

に付箋を貼る。 

③ 自分の身体のこと(心身機能・身体機能)を考え，ICF 関連図に付箋を貼る。 

④ 付箋にあげた「活動」「参加」の中から一番困っていることをあげ，さらに

細かく行動を分析する。本人が考える「できること」と「できないこと」を

確認する。 

⑤ 「できないこと」(活動・参加)の原因と促進となる「環境因子」を見つける。 

⑥ 「生活の中で工夫すること」「自分自身の能力を高めること」などを整理し，

課題設定する。 

⑦ １～２ヶ月毎に，ICF 関連図作業により自分自身の現状を見直し，次の課

題を設定する。 

 

 写真１ 付箋を貼った ICF 関連図 

本人の発言を教職員が付箋に記入し，本人が考えながら貼っていく。 
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って開発されている ICF-CY 活用のための電子化ツールの活用を視野に入れ検討する

必要があると考えている。 

  

Ⅴ 医療とのより良い連携に向けて 

 ICF-CY の各項目には，児童生徒の病状（状態）について主治医と情報交換したり，

助言をいただいたりする際に重要な視点が数多く含まれている。したがって，「実態把

握表」で医療から得られた情報を教育活動に生かすだけでなく，「実態把握表」を活用

して教育から医療に情報を発信していく必要がある。精神疾患等のある児童生徒の自

己実現に向けて，ICF-CY を活用した医療と教育との連携をさらに進めていく必要があ

ると考える。 

（森山貴史，甲田隆，菊地一文） 
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事例の掲載に当たっては，本人及び保護者の了承を得ている。 
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6.3 ICF を取り入れた個別の教育支援計画を活用した他職

種との連携の取組 

 

Ⅰ はじめに 

静岡県立西部特別支援学校(以下，本校)は，在籍児童生徒数 143 人の特別支援学校

(肢体不自由)で，小学部，中学部，高等部の３学部と訪問教育がある。障害の状況に

合わせて学部ごとに学習グループ(教科，生活，自立活動)を編成し，指導に取組んで

いる。本校では，「児童生徒一人一人が，自ら学び自ら表現し，自立と社会参加を実

現できる人」を目指している。平成 20 年(2008 年)度から，ICF の考え方を生かした個

別の教育支援計画の書式を検討し，平成 22 年(2010 年)度からは，全児童生徒につい

て作成し，活用を進めている。平成 21 年(2009 年)度までの取組等については，文献を

参照されたい。 

本稿では，ICF の考え方を生かした個別の教育支援計画の活用として，特に他職種

との連携の取組について報告する。 

 

Ⅱ 取組の目的と方法 

１．取組の目的 

特別な教育的ニーズのある児童生徒は，家庭と学校のみでなく，その他地域の病院，

施設，区役所などの行政機関などの関係機関や地域の人々との関わりの中で成長して

いく。本校では，学校が中心となり，保護者と共に個別の教育支援計画を作成し，将

来にわたって，一人一人がもっている力を最大限に発揮しながら自分らしい生活がで

きることを目指している。この個別の教育支援計画を，他職種，他機関の人々との連

携のツールとして活用することで，地域社会の中での児童生徒の生活がより良いもの

になり，その連携が，児童生徒一人一人の課題の解決や学校を含めた地域社会の中で

のより良い支援へとつながるのではないかと考え，取組んでいる。 

 

図１ 個別の教育支援計画の書式（大谷，2010 を改編） 
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２．取組の方法 

（１）本校の個別の教育支援計画の概要 

 本校では，個別の教育支援計画に ICF の考え方を生かすため，図１のような書式の

工夫を行っている。  

 

（２）取組の経過 

本校では，前述のとおり平成 20 年(2008 年)度から段階的に取組を進めてきたが，こ

こでは，検討を経て試行に入った平成 21 年(2009 年)度以降の取組について概要を述べ

る。 

平成 21 年(2009 年)度 

・教員間で共通理解したあと，保護者に，ICF の考え方を生かした個別の教育支援

計画であることを説明会や紙面を通して説明し，児童生徒理解のため，また，他

機関との連携のために活用しやすい書式になったことを伝えた。 

・ICF の考え方を生かした個別の教育支援計画を作成していることについて児童生

徒が関わっている訓練機関やショートステイなどで利用している施設，また日中

一時支援事業(放課後支援)の施設などに周知した。 

・一部の学年で新しい書式の個別の教育支援計画を試行した。 

平成 22 年(2010 年)，23 年(2011 年)度 

・教員の異動があるため，年度当初に，校内で ICF の考え方を生かした個別の教育

支援計画について教員間で共通理解した。また，全校児童生徒の個別の教育支援

計画を ICF の考え方に基づく新しい書式で作成し直した。 

・支援会議などでは，個別の教育支援計画を活用した話し合いを効率的に進めるこ

とができた。事前に保護者に同意書を書いてもらい，保護者が同席する場合もし

ない場合も活用できるようにした。 

・保護者が関係機関を利用する際に，保護者が自ら個別の教育支援計画を持参し，

児童生徒の実態や配慮事項について伝えられるよう，学校から保護者に説明し

た。 

 

Ⅲ 取組事例の紹介 

以下に，個別の教育支援計画をツールとして外部機関と連携することができた事例

について紹介する。 

 

１．M さんの場合 

訪問教育を受けている重度・重複障害のある M さんは，体調を崩して入院した後，

人工呼吸器の装着が必要になった。自宅での母親にかかる負担が多くなることが予想

された。また，生活保護を受けているため，使えるサービスや金銭的なことについて，

区の社会福祉課の担当にも関わってもらう必要があった。 

支援会議では，市の相談支援事業所の相談員にコーディネートを依頼し，訪問看護

サービスの利用や病院への送迎支援の利用など，本人の健康維持と保護者の負担軽減

に向けて，個別の教育支援計画を見ながら共通理解をし，役割分担をした（図２）。 
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図２ M さんと支援者のイメージ 

 

２．J 君の場合 

訪問教育を受けている J 君は，気管カニューレ管理，人工呼吸器の管理などのため，

1 か月のうち 1 週間入院している。その病院を会場にして，定期的に支援会議を行っ

ている。その場では，毎年個別の教育支援計画をもとに，その年の J 君の成長につい

ての確認や，現状把握をして，その上でそれぞれの立場での関わり方や課題及び解決

方法，今後の支援の役割分担をしている（図３）。 

 

 

図３ J 君と支援者のイメージ 

 

 

３．小学部２年，３年，６年生の保護者の場合 

平成 23 年(2011 年)度の年度途中，新しく近隣に開設される日中一時支援事業の施

設へ，保護者が自ら個別の教育支援計画を持参し，児童の健康上の配慮事項や今でき

ることなどの情報を施設の職員に説明する際に使用した。施設の職員からは，A３用

紙一枚にまとめられているため見やすく，様子が分かりやすいという声を聞くことが

できた。また，すでに児童が利用している別の日中一時支援事業の施設からも，保護

者に個別の教育支援計画をぜひ見せてほしいという依頼があり，保護者が提示した

（図４）。 

 

相談支援事業所の相談員 

本校の特別支援教育 

コーディネーター 

訪問看護ステーションの

担当者 

区の社会福祉課担当者 

M さん 

保護者 

病院の担当看護師 

訪問看護の看護師 

臨床工学士(ME) 

本校の特別支援教

育 

作業療法士(OT) 

理学療法士(PT) 

J 君
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図４ 保護者と施設担当者のやりとりのイメージ 

 

４．小学部２年生 T 君の場合 

保護者自らが，児童が定期的に受けている理学療法士や訪問看護の看護師，ヘルパ

ーなどに，学校での目標や活動を伝えるために，個別の教育支援計画を渡した（図５）。

本児に関わる人々が，本児を取り巻く環境や日常の過ごし方について理解を深め，関

わることができるようになった。 

    

図５ 保護者と各担当者とのやりとりのイメージ 

 

５．教員の研修活動の中での活用 

本校の教員研修の一つとして，外部の専門家を招いて事例検討を行っている。その

際に外部専門家に事例児の全体像を把握してもらうために，事例児の個別の教育支援

計画を提示している（図６）。児童生徒の実態や目標，活動内容を伝える必要のある

これらの研修に役立っている。 

 

 図６外部専門家と教員とのやりとりのイメージ 

 

６．医療的ケアにかかわる看護師との連携 

本校には医療的ケアを受けている児童生徒が 13 人在籍しており，医療的ケア対応

のための看護師４人が校内に常駐している。医療的ケアを受けている児童について，

看護師，担任，医療的ケア課教員，保健主事，養護教諭が参加して，ケース会議を開

いている。その際に個別の教育支援計画を活用し，事例児についての様々な情報を共

有して，ケース検討に役立てている。 

保護者 日中一時支援事業施設担当者 

保護者 

ヘルパー 

理学療法士 

訪問看護の看護師 

理学療法士 

作業療法士 

小児歯科医師（摂食指導） 

教員 
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７．現場実習，進路先との連携 

教員が生徒の実習依頼に行く際に，個別の教育支援計画を「プロフィール」や写真

とともに持参している。実習先職員と実習に向けて生徒の実態や実習中の配慮事項な

どを確認する際，必要な情報を伝えるようにしている。 

また，高等部３年生の進路先とは，卒業前に移行支援会議を開いている。学校の担

任と進路先の職員とが，進路先に望むこと，不安に思っていることなど保護者の思い

も含めて話し合う。その際，他の資料と合わせて個別移行支援計画として渡すように

している。進路先の職員には，「必要な情報が書いてあり，役に立つ。」「施設での計

画の参考にしたい。」などという声が聞かれた。 

 

Ⅳ 成果と課題 

 以上のような取組を踏まえた成果と課題について，以下，箇条書きで述べる。 

・ICF の考え方を生かし，その構成要素の枠組みを取り入れた個別の教育支援計画に

したことにより，幅広い情報を多面的に記載することができ，また，記載内容をそ

れぞれ関連づけながら捉えやすくなった。それらを A３用紙 1 枚に収めることで，

視覚的に見やすく全体像が分かりやすくなった。そのことが，他職種の方等との情

報共有に効果的であったと考える。 

・個別の教育支援計画に対する保護者の理解が深まり，児童生徒が利用する他機関へ      

提示する保護者が増えた。 

・機関によって，ICF への理解や取り入れ方は様々であると感じた。ICF の考え方を

取り入れている施設などとは，本校の ICF の考え方を取り入れた個別の教育支援計

画をより共有しながら話すことができた。しかし，機関によっては，まだ ICF の考

え方を意識していないところもあり，今後は具体的な事例を通して ICF の考え方を

基盤とした話し合いができること，さらに児童生徒のより良い支援につながること

を期待している。 

  

Ⅴ おわりに 

ICF の考え方を生かした本校の個別の教育支援計画は，教職員や保護者にかなり定着

してきており，決して作成そのものが目的ではない，日頃から参考にするもの，使うこと

のできるものとなりつつある。今後も，本校と他職種等との連携を通して，児童生徒が

地域の中でより良く過ごすことができるようにという目的のもと，個別の教育支援計画

を有効に活用していけるよう，実践を積んでいきたいと考える。 

                                              

（串宮肇子，徳永亜希雄） 

文献 

大谷公子(2010)．「個別の教育支援計画」への ICF の活用．国立特別支援教育総合研究「特

別支援教育における ICF-CY の活用に関する実際的研究」成果報告書，77-83. 

 

※本事例の掲載にあたっては，本人及び保護者の了解を得ている。 
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6.4 生徒本人による ICF 活用（マイノオトの試み） 

―キャリア発達を支える可能性― 

 

Ⅰ はじめに 

 人は誰でも，生きて生活し人生を歩む中で，「困ったな」と不安を感じたり，「～し

てみたい」と希望をもったりすることがある。このように「何かを解決したい」ある

いは「何かを果たしたい」というとき，より的確な現状認識と適切な課題設定・目標

設定が必要になる。 

 筆者はこれまで，特別な教育的支援を必要とする子どもを支援する際に［ICF 関連

図］を用いてきた(齊藤,2007,2008,2010)。しかし，その取組は，支援者側が中心とな

って行う方法であるため，支援を必要とする本人が ICF を活用できるようにすること

も課題の一つに挙げてきた。ほかにも川口他(2010)や徳永他(2010)が，本人による ICF

活用の必要性について述べている。  

 「解決したい」「果たしたい」と願う本人のモティベーションが維持されれば，「大

変だな」と思えることにも向き合っていけるものと思われる。つまり第三者が問題を

把握して課題の解決を図るのではなく，当事者自身が自分の「いま」をつかみ「的」

を見据えた上で行動できるようにすることこそが重要であると考える。 

 本稿は，これまで筆者が活用してきた ICF 関連図作成プロセスを当事者としての生

徒自身が実施できるよう試みた結果を報告するものである。 

 

Ⅱ 方法 

 

１．対象者 

 筆者の一人，齊藤が勤務する山形県立上山高等養護学校で担任する８名の生徒並び

に自立活動の時間における指導で担当している３名の生徒。なお，本校は軽度知的障

害のある生徒のための高等特別支援学校であり，生徒は一般就労を目指し学習に取り

組んでいる。 

 

２．マイノオトの概要 

 マイノオトとは，一般的な ICF 関連図 

と同様，ICF の構成要素間の相互作用の 

図を模してつくったものである（図１）。                      

解決したい出来事や，果たしたい願い 

があるとき，それらを実現するにはより 

適切な現状認識が必要になる。そんなと 

きに生徒自身が「いまあるわたし」をつ 

かみやすくするための道具にしてほしい 

ということからつくったものである。      図１ マイノオトの様式１ 
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そのため，マイノオトに書き表した内容を重要視するのではなく，マイノオトに書

き表すことで何を発見するかということを大切にしている。このことは生徒自身が作

成したマイノオトを支援者である教員が分析し支援するために重要な鍵となる。 

 それぞれの枠に示される要素の意味は次の通りである。＜社会生活のこと＞人生レ

ベル：生活や人生場面への関わりのこと。社会，集団の中での役割など。＜生活や学

習のこと＞個人レベル：課題や行為の個人による遂行のこと。＜からだのこと＞生物

レベル：心身機能：身体系の生理的機能（心理的機能を含む）。＜まわりの人やものご

と＞環境：人々が生活し，人生を送っている物的な環境や，社会的環境，人々の社会

的な態度による環境を構成する因子。＜わたしは……＞個人：名前や性別，年齢など。

＜想い（感じていることや考えてることなど）＞主体・主観：そのことについてどう

感じているか，何を考えているか，どうなりたいか……など。ICF の項目（第 1 レベ

ル）をあてはめると図２のようになるが，マイノオトの目的に照らして，内容を焦点

化して取り上げやすいようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ マイノオトの様式と ICF の項目の対応関係 

 

３．マイノオトのつくり方 

 マイノオトのつくり方は次の通りである。①「わたしは……」について記入する。②

テーマを決め日付と一緒に書く。③テーマについて感じていることや考えていること

を書く。④そのテーマについて今の自分はどうなのかを「社会生活のこと」「生活や学

習のこと」「からだのこと」「まわりの人やものごと」に分けて書き出してみる。⑤テ

ーマを実現するために何が必要か，何ができるかを，何をするか考え目標を立てる。 

 取組に要する時間は長くても 20 分間とした。短い時間で集中して取組むことで，生

徒がテーマを意識化しやすいようにした。また，同じテーマに間隔を空けて複数回取

組むことで気づきを促すようにした。 
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Ⅲ 結果と考察 

 

１．マイノオト活用の実際  

以下に，マイノオトを活用した事例について述べる。なお，今回掲載した事例は，

複数の事例を踏まえ，個人が特定されないように改編したものである。普段は手書き

だが，報告用に筆者が改編の上，ワープロで整理し直した。 

［事例１］学校生活についてのマイノオト(図 3) 

 年度当初のホームルーム活動に取り組んだ。＜希望の仕事は何ですか＞のような，

＜ ＞内にある筆者からの発問に従って現状を書き出した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ マイノオトの例１ 

［事例２］自立活動についてのマイノオト(図 4) 

 ストレス・ケア並びにストレス・マネジメントに関する内容について，自立活動の

授業で取り組んだ。日頃，自分はどんなことを気にし，どんな気持ちになっているの

か，どんなことにストレスを感じているのかということがマイノオトに書き込むこと

で意識化され，ストレスと主体的につき合っていこうとする姿が見られるようになっ

た。図４のケースの場合，授業後の「こころのセリフ」には，からだがすっきりした

ら，気持ちもすっきりしてよかった，とある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

図４ マイノオ                     

 

図４ マイノオトの例２ 
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［事例３］後期現場実習についてマイノオト(図 5，図 6，図 7) 

 2週間の現場実習(産業現場等における実習)の事前・事後学習の際に取り組んだ。事

前 4回，事後 1回の取組を行った。図 5 は事前学習の 1回目，図 6 は 4回目，図 7 は

事後学習のものである。生徒自身が自分の現状を知り，その上で何をがんばるか目標

を立てることができた。筆者はそのマイノオトをもとに指導・支援を行うことで，生

徒のニーズに時を得た対応ができた。例えば，「かんじをかいたり，よんだりできるよ

うにする」では，読むことの学習(d140)ということで，国語の教科担任と授業につい

て連携した。読むこと(d166)では，板書などを読み上げる機会を意図的に多くするな

どした。また，「おこづかいちょうをまいにちかく」については，計算や数字の読み書

きの学習にはなるが，無駄遣いしないことについて知ることも必要だと考え，お金の

使い方について家庭と協力しながら指導した。なお，生徒側には ICF のコード（d140

等）は示していないが，指導にあたる筆者は，ICF が有する多面的な見方と共通言語

としての特性を生かせるように，意識しながら用いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５  マイノオトの例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

図６ マイノオトの例４ 
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図７ マイノオトの例５ 

 

［事例４］社会人になるわたしについてのマイノオト(図 8) 

 本テーマでの取組は 2 回行った。2 回目のときに「まわりの人やものごと」にハロ

ーワークや職業センター，就労・生活支援センターなどの卒業後に関わりをもつ機関

が挙がった。1 回目と 2 回目の約１カ月の間に，実際に職業評価等で職業センターを

利用したり，就労にかかわる面談などをしたりすることで，こういった関係機関が身

近なものとして確かめられた結果であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ マイノオトの例６ 

 

［事例５］会社面接についてのマイノオト(図 9) 

 木曜日に学校で取り組んだ後，週末の宿題として更に 3 回の取組を行った。何度か

書くうちに，会社を選んだ理由として，実習の時に自分に合っている仕事と思った等，

自分の考えが整理でき，面接では自分の意思を十分に伝えることができたとのことで

あった。 
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図９ マイノオトの例７ 

 

２．成果と課題 

 今回の試みから次のような成果と課題が得られた。 

（１）主体的な課題設定並びに課題解決 

 マイノオトに書き込む作業を通して，生徒本人が現状を認識し課題を設定すること

が可能になり，事例に挙げたような，主体的な課題解決ができるようになった。これ

までも ICF 関連図作成により，現状分析や課題設定，指導・支援計画の立案や実施が

的確かつ適切にできていたが，本人の主体的な課題設定によって，指導・支援が時を

得たものとなった。更にそのことにより，生徒の課題解決へのモティベーションが維

持されるので，自己評価の高まりにつながったものと思われる。 

（２）将来を具体的にイメージする 

 １枚のシートに表されるので，テーマに関する全体像が把握しやすく，目標となる

少し先の自分の姿をイメージできるようになった。しかし，一度の取組でそこまで把

握できるようになったのではなく，同じテーマに何度か取り組むことが必要であった。 

（３）ICF を理解しなくても作成できる 

 生徒には ICF とは何か，どんな項目があるかなど，ICF そのものの理解は求めなか

った。図 1 のフォーマットだけで作成しようとしても具体的なイメージがわかないた

め，事例２以降のように，各枠で何を取り上げるか具体的なことがわかるように工夫

した。また，事例３では筆者以外の教員が授業をしたが，特に困難さを感じることな

く生徒に指導できたとのことである。これらのことから，マイノオトに書き込む取組

に ICF に関する知識は特段不要であることが確認され，今後の幅広い活用が期待され

る。 

（４）明確な根拠に基づく指導・支援の展開 

 マイノオトの作成には ICF そのものの理解は必要ないが，活用するには ICF を理解

している必要がある。マイノオトに表された項目の一つ一つを ICF の詳細な項目と照
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合しながら，生徒が掲げる解決課題は何か，課題解決をどのように図るか分析し指導

に生かすことは，指導・支援内容の必要性や妥当性及び指導・支援計画の根拠を明ら

かにするものである。このことは多職種間で連携を図る際に有効な手がかりとなり得

る。今回の事例で言えば，お小遣い帳に関する家庭との連携もその一つである。 

 

Ⅳ 今後の展望 ～キャリア発達を支える可能性～ 

 特別支援教育においても，高等部卒業後の職業的な自立の推進を今日の重要な課題

としており，「『勤労観，職業観を育てる教育』の意義は無論大きい。」(国立特別支援

教育総合研究所，2010)とされるように，キャリア教育への期待は大きいものとなって

いる。こうした中，今後の実践と評価による更なる検証が必要であるが，マイノオト

にはキャリア発達を支えるツールとしての可能性があることを感じた。一つは，勤労

観や職業観につながる主観を促すことである。もう一つは，マイノオトに表れた現状

を ICF の項目と照合し根拠のある指導・支援を展開することで，キャリア発達に関す

る能力やパフォーマンスを伸ばしていけることである。 

 「人は，生涯のそれぞれの時期において，社会との相互関係の中で自分らしく生き

ようとする。そして，各時期にふさわしい個別的なキャリア発達の課題を達成してい

くことが，生涯を通じてのキャリア発達となる。キャリア教育は，そのような一人一

人のキャリア発達を支援するものでなければならない。」(文部科学省,2006)とあるが，

筆者がよく言う「生きて生活し人生を歩む『わたし』」とは，このことを含んでいる。

テーマに限ったものになるが，「社会と関わりながら生きる自分」の全体像を表し，一

つ一つの事象の背景並びに具現化するための手がかりや手立てなどが本人を中心にし

て確かめることができる効果は大きい。 

 

Ⅴ おわりに 

 『生きて(心身機能・身体構造)―生活し(活動)―人生を歩む(参加)―わたし(主体・主

観) 』は，健康状態や環境と影響しあう」ということを捉えようとするのが，ICF 関

連図であり，マイノオトである。「ICF は，障害のある人だけに関するものとの誤解が

広まっているが，ICF は全ての人に関する分類である。」(障害者福祉研究会,2002)こと

を考えると，特別支援教育における ICF 活用の試みが，教育全体に寄与され，展開さ

れることを願うものである。 

(齊藤博之，徳永亜希雄) 
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学校で学校介護職員が導入される等， 

東京都以外の地域でも検討及び導入  

されていたが，東京都のように特別  

支援学校１校に介護福祉士等の介護  

の専門家が 10名以上配置された例は  

見られない。  

学校介護職員の業務内容は，①児

童生徒の健康状況の把握，②児童生

徒の水分補給，③児童生徒の移動・

移乗介護，④児童生徒の授業中等の

指導における介護及び支援，⑤児童

生徒の排せつの介護，⑥児童生徒の  

摂食介護，⑦その他個別の児童生徒に応じて必要とされる介護，⑧各児童生

徒の「個別の介護等業務手順書」及び「介護日報」の作成と報告，⑨  教員の

指示により，必要な環境整備を実施すること，⑩その他，必要と認めた業務

等，障害のある児童生徒の発達と成長に関わる業務である。また勤務は，１

カ月平均 16日（年間 192日）と定められている。  

図１に本校の教職員に関する概況として，学級数，児童生徒数，教員数，

学校介護職員数を学部別に示した。本校の学校介護職員の男女別の人数は男

性 10名，女性 24名であり，年齢別には 20代が 10名， 30代 11名， 40代 10名，  

50代１名，60代２名となっている。採用時職歴は介護福祉士（見込みも含む）

22名，社会教育指導員３名，教員免許（特別支援学校教員，幼稚園，保育士

免許取得見込み含む等）所持者３名である。  

こうした様々な職歴や年齢による学校介護職員は高齢者の介護知識はある

が障害児，特に成長が著しい青年期の障害のある児童生徒の理解と知識は皆

無に等しい状況であった。そのため，平成 22年 (2010年 )度 3月から準備期間

として校内研修を進めてきたが，平成 23年 (2011年 )3月 11日の東日本大震災

の影響もあり計画していた校内事前研修を十分に実施することは困難であっ

た。そのため，平成 23年 (2011年 )度，本校はでは１年間を通しての学校介護

職員に対する研修プログラムを改定変

更しながら実施してきた。  

 

２．教員と学校介護職員等との連携

構築と ICF活用  

教員は，これまでの指導体制であっ

た教員同士による，ある意味での阿吽

の呼吸で実施してきた指導体制から他

職種である学校介護職員と役割を明確

にしながら協働して日々の指導を行う

ことが求められるようになった。今ま

344822学校介護職員ＨＴ

587141027教員数

114242268児童生徒数

３78821学級数

総数その他高等部中学部小学部児童生徒数／学部別

平成23年度5月1日

本校の教職員に関する概況

① 教諭 本校教員小・中・高 ５１名＋自立活動４＋音楽専科３
養護教諭２名は含まれていません。

学校介護職員３４名（専務的非常勤職員）３６％
(今年度）児童生徒数／教職員数＝１．２１

(昨年度）児童生徒数／教職員数＝１．４３

② 校外学習、行事に参加（運動会、体育祭や宿泊行事にも参加）

③ 水泳指導、自立活動の時間にも指導補助

図 1 本 校 の 教 職 員 の 概 況  

図 ２  本 校の ICF 関 連 図  

ＩＣＦ関連図（墨東版）

健康状態

心身機能・身体構造 活動 参加

環境因子 個人因子 本人の気持ち

家庭生活

対人関係

必要な生活領域

コミュニティライフ・社会生活・市民生活

学習と知識の応用

一般的な課題と要求

コミュニケーション

運動・移動

セルフケア

心身機能

身体構造
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でPT，OT，ST等の外部の専門家は教員と連携する機会は週に 1回程度の指導

であった。また，常勤看護師についても，児童生徒の普段の指導に入ること

は稀であった。  

このように，平成 23年 (2011年 )度，本校では，教員は複数の学校介護職員

と日々の児童生徒の指導に関して協働で行うという経験を「余儀なくされた」

という状況であった。しかも，学校介護職員は介護の専門家と言っても，高

齢者の介護スキルを身に付けている者がほとんどであり，特別支援教育のベ

ースとなる障害児理解の学習がない者がほとんどであった。  

こうした状況の中で，教員は学校介護職員に対して，個別指導も含めた指

導の補助に関する児童生徒の情報について，各指導の指示書を作成し学校介

護職員に指示を提示している。一方，学校介護職員は，担当する児童生徒の

介護等に関する ｢登下校 ｣「移動・移乗」「排泄」「水分補給」「摂食」｢学習

支援 ｣の項目について手順書を作成し，教員と生活支援も含めた指導の情報を

交換するようにした。  

本校では，3年前から ICFを活用したキャリア教育の研究を国立特別支援教

育総合研究所との協力関係のもとで進め，共通言語としての ICFの視点を取

り入れた個別の指導計画や教育支援計画等の開発に取組んできた。教員と学

校介護職員との連携に加え，看護師や外部専門家のPT，OT，ST等との連携，

更には保護者にも協力体制を構築していくため，児童生徒の全体像の把握し，

多職種間の共通のツールとして ICF関連図を活用するようにした (図 2)。  

 

３．学校介護職員と教員との連携状況 

今年度，配置された学校介護職員は，

特別支援学校の児童生徒に初めて接する

という者がほぼ全員であった。そのため，

障害の状態の軽重に関係なく，日々成長

する児童青年期の児童生徒に接すること

の不安や戸惑いとともに，「とてもかわ

いい。」「子供に接することが楽しい。」

「日々の成長が感じられこの仕事にやり

がいを感じる。」等の前向きな意見が多

く聞かれた。  

そのような介護の専門職としての能力等を引き出すためには，学校介護職

員としての役割を明確にするとともに，教員自身が，児童生徒一人一人の日々

の健康と安全が守るため，教員は学校介護職員に対して，児童生徒一人一人

の今必要な指導と，卒業後を見据えた指導の根拠をもって明確且つ適切に説

明をする必要があった。また，障害児についての理解が十分とはいえない学

校介護職員に対して，専門的な言葉ではなく分かりやすく具体的な指導の内

容を説明する必要があった。  

そのためには，児童生徒一人一人の将来を見据えたトータルな実態を捉え

図 ３  チ ーム ア プ ロ ーチ の イ メ ージ  

チームアプローチの指導体制

介護業務手順書

①｢登下校｣
②「移動・移乗」
③「排泄」
④「水分補給」
⑤「摂食」
⑥｢学習支援｣

学校介護職員に向けての指示書

教師

保護者

学校介護職員

看護師 PT,OT,ST等

その他
外部人材

同僚

教師

教師はトータルマネージャー

間接評価票 指導の根拠

チーム力

授業のデザイン

指導の見通し
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るとともに，日常の指導に関して教員と学校介護職員が共通に理解する基本

ツールとして，ICFは有効である。特に，ICF関連図を活用したケースカンフ

ァレンスは教員と学校介護職員との連携以外にも，看護師や外部専門家のPT，

OT， ST等，保護者にも有効であり，個別の教育支援計画に関しても，関係

機関との連携には有効なツールである。  

平成 23年 (2011年 )度，学校介護職員に関しては，障害者の基本的な理解と

知識とともに一人一人の児童生徒に関する介護スキルの向上及び個別の指導

補助について校内研修を進めたが，導入時初年度ということもあり，障害児

の理解や児童生徒の個別の指導補助，障害児の介護スキルに関して，十分な

ところまではまだ至っていない。  

また，教員に関しても，人事異動による入れ替わりに加えて，平成 22年 (2

010年 )度まで教員によるチーム指導から複数の学校介護職員によるチームア

プローチという体制の変更があり，学校介護職員の指導育成，学校介護職員

の役割を十分引き出すファシリテートする力等，図 3のようなトータルマネ

ージメントの力が必要となった。しかし，教員全員がマネージメント力を備

えることは教員の養成課程から考えると困難と考えられた。特に，考え方や

キャリアが教員と異なる学校介護職員とコミュニケーションを図りながら本

人の能力や役割を引き出すファシリテート力が必要とされたが，本校に教員

がそのようなスキルを身に付けた持つ者は数人しか居ないという状況にあっ

た。そのため複数の学校介護職員と教員との意見の相違が起こり，結果的に

は日常のヒヤリハットの件数が増える等，教員一人一人の能力やスキルの差

が明確となった。  

 

Ⅲ 今後の方向性について 

今後，都立肢体不自由特別支援学校における教員と学校介護職員との連携

構築はますます重要となると考えられる。そのことに関連したこととして，

平成 24年 (2012年 )から介護保険法等の一部改正により，一定の研修を受けた

介護職員等は一定の条件の下で，医療的ケアを必要とする児童生徒のたんの

吸引等の医療的ケアが実施できるようになったことが挙げられる。今後，介

護職員等が特別支援学校及び小・中学校等において，医療的ケアを必要とす

る児童生徒の健康と安全を確保し，障害のある児童生徒の自立と社会参加に

向けた教育が一層充実することが期待される状況となった。  

現在，医療と福祉の連携構築に IPW（多職種専門職連携 Inter  

Professional  Work）の研究が進められている。 IPWとは，複数の専門職が

協働し，利用者や患者の期待や要望に応えていくことを意味し，「連携と統

合」の理念が実践されることが期待されるものである，医療現場において利

用者や患者ニーズの多様化，医療技術の高度化，専門化と同時に，専門職（資

格）の数も増えている状況が進むにつれ IPWが進められた。 IPWを進める上

で重要なキーワードは， (1)運営基準（ルール），(2)果たす役割（ロール），

(3)道具・手法（ツール）がある。この３つのキーワードから分析すると，教
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員と学校介護職員の指導に関する「ルール」は決まっている。そして，他職

種との連携構築に関しては指示書や手順書といった「ツール」があるが，平

成 23年 (2010年 )度は教員と学校介護職員間のトラブルもあった。その原因と

して「ロール」の不十分さが考えられる。指導の提供者側の視点に偏りがち

で児童生徒や保護者の願いについての共通認識を共有できていないことや，

お互いの専門職の働きを理解できていないこともある。また，それぞれの教

員が使う言葉が専門的で他の専門職が理解できない場合や教員と学校介護職

員が交流しにくい雰囲気がある場合など，多様な障壁が考えられる。そのた

めに本校では共通言語として ICFを活用した「ツール」の開発を行ってきた。  

今後の本校の課題の一つとして，教員の専門性向上のための研修が考えら

れる。指導力，授業力の専門的能力だけの研修ではなく，介護職やPT，OT，

ST等，他の職種の果たす役割「ロール」を十分に理解した上で，多様な専門

職と協働し，児童生徒や保護者の願いに応えていくファシリテーションの実

践的な能力を身に付ける研修システムが必要と考える。そのためには， IPW

の意義から仕組みまでを体系的に学んだ上で，実習や演習により実際の活動

を体験する専門職連携教育の研究が特別支援教育においても今後必要となる。

これらの研修の成果を具体的に学校現場で実践に移し，多職種間連携のもと

で児童生徒の指導に向かうためのツールの一つが ICFになるではないかと考

える。 

（田添敦孝，徳永亜希雄）  
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6.6 キャリア発達を支援するツールとしての ICF の活用 

                 

Ⅰ はじめに 

 筆者は，「キャリア教育」に「ICF」の視点を生かすことによって，障害をその個人

固有の特性として捉えるのではなく，参加制約等を社会を含めた環境との相互作用の

中で捉え，生徒たちの自己実現と社会参加につなげる指導に取組んできた。また，ICF

関連図の作成により，生徒に関わる多様な人と支援の具体的な手だてを共通理解し，

実践を行ってきた。その結果，ICF の活用は，卒業後の生活をより豊かにするための

一つのツールになると実感している。一方で，ICF 関連図の作成における「参加」に

着目し，生徒自身が作成に参画する関連図は「本人の願い」を実現するための有効な

ツールになるのではないかと考え，検討してきた。 

未来に向けての「ああなりたい」「こうなりたい」といった「本人の願い」は，本人

の価値観と自己決定，将来展望などが大きく関係するものであり，まさに「キャリア

教育」の中核である（国立特別支援教育総合研究所，2010）といえる。 

 私たちは，自分の願いを実現したいという思いを持ちながら経験を積み重ね，理想

と現実のギャップを乗り越えようとしている。一方，障害のある生徒たちに目を向け

た時，知的障害や重度・重複障害のある生徒たちは，失敗経験による自信のなさ，失

敗の回避や依存傾向，自己決定する機会が少ないことなどにより，自分の思いを表出

することができず，内にある願いを伝えることができない状況にあるのではないかと

考える。 

 ここでは，①PATH の活用によって引き出した「本人の願い」を ICF 関連図に置き

換え，生徒の生活の全体像を共通理解し，将来を見据えた取組と，②卒業生自身が自

分の将来設計やセルフコーチングのために作成した ICF 関連図に基づく取組の二事例

を紹介する。 

 

Ⅱ 思いや願いを引き出し，将来へつなぐ～PATH と ICF の活用～ 

１ PATH を ICF へ 

 PATH は Planning Alternative 

Tomorrow with Hope（「希望に満ちた

もう一つの未来の計画」）の略称で，関

係者が一堂に会して，障害のある人の

夢や希望に基づくゴール（目標）を設

定し，そのゴール達成のための作戦を

立てるために活用されている。また

PATH は，児童生徒の指導に関わる人

が集まって情報を集め，新たな発想で

目標や手だてを考える方法であり，情

報の共有だけでなくアクションプラン

（行動計画）を考えるということや，

図１ PATH の手順 
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関係者がそれぞれの力を発揮することを目指すといった特徴を持つものである。PATH

に保護者・教職員だけでなく本人が参画することでより本人の願いが引き出されるの

ではないかと考えた。そして PATH で導かれた本人の夢や希望である一番星を実現す

るための全体像をより分かりやすくするために ICF 関連図を作成し，活用することに

した。PATH の手順を図１に示す。 

 

２ 目的と方法 

 三重大学教育学部附属特別支援学校は，知的障害や知的障害を伴う自閉症のある児

童生徒が多く学んでいる特別支援学校（知的障害）である。この実践は，高等部１年

生８名のクラスで行った。生徒の実態は，表出言語の有無や生活及び社会経験に差が

あり様々であるが，同じ教育課程で共に学んでいる。高等部卒業後は，就労や福祉施

設の利用など進路希望も様々で，個々のニーズも異なる。 

（１）目的 

 保護者へのアンケートをもとに，PATH を活用して本人の願いや将来の展望を捉え

ることを目的とした。また，PATH の図を ICF 関連図に置き換えることによって，支

援内容を共通理解することを目指した。 

（２）方法 

 ①保護者を対象としたアンケート 

 「本人のいいところ」「本人の好きなこと」「本人の伸ばしたいところ」「本人が将来

に向けてこうなったらいいなぁと思うところ」などについて，記述式のアンケートを

実施した。記入にあたっては今の本人の状況ではなく，夢や希望につながるプラス発

想で記入するようにお願いした。 

  ②担任間による話し合いと準備 

  生徒自身から夢や希望が出てこない状況を想定し，生徒のいいところから夢や希望

につながるのではないかと考え，生徒たちがイメージを持ちやすくなるための写真や

イラストを用意した。 

 ③モデリング 

  仮想事例を基に，PATH ステップを説明す

るモデリングの時間を設けた。大切にしたい

ことは今の自分の力だけでなくこれから伸び

る力を想定しながら，一番星を考えることだ

ということを生徒たちに伝えた。  

④本人・保護者・担任による PATH の実施 

 以下の目的，目標に基づき，授業参観の時

間に PATH を実施した。 

目的・保護者のアンケートや本人の好きな

こといいところをもとに，PATH を

活用して将来の展望に向けて本人の願いを捉える。 

  目標・生徒が自分の夢や希望を実現するための目標をたてることができる。 

      ・生徒が自分の思いを語ることにより，夢や希望につなげることができる。 

     ・生徒が仲間のいいところに目を向けながら，学級の仲間との交流を深めるこ

写真１ PATH のモデリングの授業 
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とができる。 

      ・生徒が，自分の興味関心のあることに気づき，やってみたいという意欲が持

てる。 

    ・教員や保護者が，本人の思いに寄り添い，夢や希望を見出すことができる。

またその可能性に気づくことができる。 

 ⑤PATH の流れ 

   短時間で PATH の手法を用いて「自分の一番星」を作成するので，図２のように改

変した。 

・STEP１：一番星を決める。   

 最初に本人の好きなことやいいところか

ら「本人の願い」を聞き取りながら，「幸

せの一番星」見出した。 

・ STEP２：ゴールを設定する。（高等部を

卒業したとき） 

PATH の手法を用いて，一番星を念頭に

置き３年後の高等部卒業後をゴールと設定

しその時の姿を見出した。 

・STEP３：今の私 

 一番星に掲げた夢を実現するためには今の自分はどんなことができているかと投げ

かけ，今の自分がどのような状態にあるか気付いてもらうことを目的とした。 

・STEP４：必要な力・必要な人 

 ゴール実現のための必要な力は何か・そのために必要な人は誰かを考えた。 

 授業参観の時間は限られているので STEP①～③を中心に本人・保護者・教員が共

に意見交換しながら作成した。STEP④～⑥までは学級活動の時間に仲間と共に作り

上げていくことにした。 

・STEP５：近い将来（１年後）の姿  

 生徒が理解しやすいように１年後とした。

夢に向かってどんな姿になっていたらいい

のか学級のみんなと意見交換しながら１年

後の姿を共有した。 

・STEP６：はじめの１歩 

 １年後の目指す姿を実現するために，今か

ら始める１年間の目標をはじめの一歩とし

た。生徒は，自分自身が参画したという自

覚と仲間と一緒に作りあげたという実感を

得ることができると考えた。 

 

写真２ A さんのはじめの一歩 

図２ 高 A バージョン PATH の図
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いの実現の流れを教員が後日 ICF 関連図に置き換えたことにより，生徒の願いを実現

するためにどのような支援が必要かなど具体的に考えることができた。さらに本人の

願いを実現するための全体像がわかりやすくなった。 

今後，PATH の作成で導かれた本人の願いや ICF 関連図でわかった必要な支援や指

導の在り方を教育支援計画や個別の指導計画に反映し，実践に生かすことが必要であ

ると思う。 

 

Ⅲ ICF 関連図作成によるセルフコーチング 

１ 取組の背景 

B さんは，脳性麻痺のため上下肢に麻痺があり車いすを使用し，日常生活全般にお

いて支援を必要としている。リハビリテーションセンター併設の特別支援学校（肢体

不自由）を卒業し，平成 23年度現在は三重県外の自立生活を支援する福祉ホームでの

生活が２年目になる。この進路を選択する際には，担任・保護者・リハビリテーショ

ンセンターの医師・訓練担当者・行政担当職員などの関係者間で ICF 関連図を活用す

ることによって本人の願いを共通理解し，希望する進路先に繋げることができた。現

在，進路先の福祉ホームでは，受身の生活でなく，自分自身が「自分の生活」を組み

立てるための経験を積んでいるところである。福祉ホームは，４年間という利用期限

があり，その間に様々な生活体験，社会体験を積み，地域で自立した生活を目指すこ

とになる。様々な経験の積み重ねをとおして，｢就労して自立した生活が送りたい｣と

いう希望を実現するための方向性や支援の繋ぎ方も自分自身で計画していかなければ

ならない。現在の彼は，英検やパソコンの資格などのチャレンジやヘルパー派遣の手

続きや支援を自分から要請できるようになり，講師として自分の体験を話しに行く機

会も得られるようになった。なによりも苦手なことにチャレンジすることや失敗した

ときに言いわけをしなくなったこと，嫌なことはいやと言えるようになったなど，自

分自身の精神面での成長を自覚できるようになった。ホームでの生活は有意義と思わ

れるが，学校のように側に教員がいるわけではない。自分の目指す将来像をより確か

なものにするためや方向性を見失わないためのツールとして自分で作る ICF 関連図の

カジュアル使いを

すすめた。なお，カ

ジュアル使いとは，

WHO で示された

ICF 概念図に準じ

たものではなく自

分の目標に向かっ

ての参加の姿や活

動や心身機能・身体

構造について簡単

に付箋を使って書

き出し，その実現に向けて必要な環境因子考えるという簡易なもので本人が使いやす

いということを意味している。 

 

写真３ ICF 関連図を作成中の B さん 
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ると実感された。 

学校を卒業して社会に出た生活は，側で指示をしてくれたり，助言してくれたりす

る人が少なくなると考えられる。自分の夢や希望を実現するためには，自分の願いを

念頭におきながら日々の生活の計画していかなければならない。ICF 関連図は，人生

設計の羅針盤の役割を担うことができる可能性があると考える。 

簡単に取組めることがセルフコーチングには必要である。また，各項目のわかりや

すい表記やノートや PC の活用など個に応じた工夫が必要である。 

 

Ⅳ まとめ 

 生徒たちの自立と社会参加を目指す上では，本人の願いを中核に位置づけることが

重要であると考える。また，本人の「なりたい」「ありたい」を尊重しながら願いをど

のように支援し，実現に近づけていくかを支援する側で共通理解していくことが必要

である。その有効な方策の一つとして ICF の視点とキャリア教育の視点が支援する側

に求められていると考える。 

学校生活は，生徒たちにとって大切な限られた時間である。PATH や ICF 関連図の

活用など各種の支援ツールは限られた時間を有効に使う一つの手だてであると思う。

今後も，生徒たちの卒業後の生活を視野に入れながら，本人が自分の願いの実現に向

けて，自分を振り返り，次に何をするべきか考え行動できる力，将来の姿を視野に入

れ実現に向けて計画し実行できる力，自分の意志を決定し貫く力などを培いながら「自

分探し」ができるように，日々の教育実践を充実したものにしていきたいと思う。そ

のことを土台に，一人ひとりのキャリア発達や個に応じた自立を促し，卒業後の激し

く変化する社会の中で生きぬく力を培っていきたいと思う。 

（逵 直美，菊地一文） 

 

文献 

１．菊地一文（2011,2012） 連載「キャリア教育の視点で見直す」．実践障害児教育．

Vol.454-457,459-465 ．学研教育出版． 

２．国立特別支援教育総合研究所（2011）特別支援教育充実のためのキャリア教育ガ

イドブック．ジアース教育新社．  

３．逵直美（2012）本人の願いを中心に－PATH の活用－．特別支援教育充実のため

のキャリア教育ケースブック．菊地一文編著．ジアース教育新社．※2012 年６月刊

行予定 

 

※写真の掲載にあたっては関係者に，事例の掲載にあたっては本人に，それぞれ承諾

を得ている。 
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6.7 聴覚障害のある生徒の障害認識を促す指導ー自立活動

における ICF 関連図作成の取組を通してー 

 

Ⅰ はじめに 

東京都立立川ろう学校（以下，本校）は幼稚部から高等部までが設置された特別支

援学校（聴覚障害）（以下，ろう学校）である。本校での自立活動は，他のろう学校に

多く見られるように特設した時間における指導を行っている。指導形態は，個別やグ

ループと学部によって異なり，指導内容や内容も幼児児童生徒の実態や各学部の方針

により様々である。このような状況を踏まえて，自立活動の一貫した指導方針の検討

が始まり，平成 22 年(2010 年)度より各学部とも自立活動の中で障害の認識に配慮した

こと（以下、障害認識）を中心にして指導内容を精選し実践することになった。 

担当者は指導の基となる「障害認識に基づく指導内容表：中学部」の作成を行った。

その中で，中学部３年生の自立活動において ICF の考え方を取り入れた授業内容を提

案した。その報告と今後への課題をここで記述する。 

 

Ⅱ 中学部での取組の概要 

１．指導形態 

担当の田村は，平成 23 年(2011 年)度より中学部の自立活動を主担当者として行って

いる。指導形態は習熟度別グループ（1 クラス５名前後）で，各学年２グループに分

かれている。指導者は自立活動担当者（学部外教員）１名と各学年担当者２名でおこ

ない，自立活動担当者が主指導者となっている。 

   

２．授業に ICF の考え方を取り入れた経緯 

中学部の自立活動において ICF を活用するに至った経緯について述べる。生徒の実

態などについては担当者の主観も含まれていることをあらかじめ断わっておく。 

生徒の中には，意識的に，無意識的に，やりたいことをやらないまま過ごしてしま

う生徒がいるようである。それは事の大小に関係ないように見える。多くのろう学校

でも同じようなことがあるのではないだろうか。 

そのような状況の改善を図っていくためには障害認識を基に学習していくことが必

要であり，そのため重要なことのひとつとして，障害の有無に関わらず，生徒自身が

自分のできること，できないことを理解することがあるのではないかと考えた。何が

したいのか，どうしたいのか，という視点から生徒が自分自身を見つめる機会が必要

であろう。やりたいことがあって，ある部分は自分で努力すれば解決できる，ある部

分は，障害があるから，あるいは障害とは関係ないが，努力してもできない。だから

周りに手伝ってもらう，というように整理できれば，自分自身を客観的に捉えられ目

標と達成の方法が明確になってくると考えた。ICF の考え方をもとに ICF 関連図を作

成することは，いろいろな角度から生徒が自分自身を捉えるにあたって有効であり,学

習内容としても適切であると判断された。 

 

- 150 -



 

Ⅲ 目的と方法 

上記のような生徒の実態を踏まえ，ICF 関連図を本人が作成することを通して，自

分のやりたいことや直したいことを考え，現状に至る要因を分析することを目的とし

て，自立活動の指導に取組むこととした。実施は中学部３年の２グループに対して行

った。中学部３年を対象としたのは，進路選択に向けて生徒が自分自身を見つめる機

会が多いと考えたからである。授業を行った時期は，指導体制上からグループ１は１

学期，グループ２は２学期となった。本校で生徒自身が ICF 関連図を作成するポイン

トは以下の点であると考えた。 

① ICF の構成要素に本人の気持ちを示す「主体・主観」が加えられている 

② 環境因子の項目がある 

 ①は，ICF はそれぞれの構成要素が並列関係なので，生徒自身が ICF 関連図を作成

するにあたって「主体・主観」を取り入れたほうが書きやすいのではないかと考えた。

目標達成というプレッシャーを感じにくく，本当の気持ちを表しやすいと考えた。②

については，生徒自身だけの問題ではなく，周りの影響もあって現在があることを理

解するには重要な構成要素だと考えた。 

 また，本校で取組むにあたっては以下の点に配慮した。 

① 構成要素の用語の意味が分かりにくいものがあるので，分かりやすい言葉で説

明を加えた。 

② それぞれの構成要素について具体的な例なども提示し説明した。また担当者が

作成した ICF 関連図も配布した。 

③ 仮想事例で練習した。（国立特別支援教育総合研究所の専門研修における徳永に

よる講義の中で用いた方法を参考にした） 

 

Ⅳ 授業の様子 

１．グループ１での取組 

（１）ステップ１：仮想事例での練習 

ICF 関連図を作成するためのワークシートを模造紙大に拡大したものを１枚用意し，

それぞれの構成要素についてひとりひとりが付箋に事象を書き込み，ICF 関連図に全

員で貼っていく作業を行った。 

その結果，仮想事例が具体的だったために多くの意見が出た。ICF 関連図に貼る作

業では，お互いに話し合いながら付箋と構成要素を見比べて完成させることができた。

ただし，意見が多すぎて，多くの矢印が交錯してしまい，矢印で結ぶことができなか

った。 

関連する付箋をまとめていくつかのカテゴリーを作った。カテゴリーに分類したこ

とは生徒が話し合って行ったことで，評価できるかもしれないと考えた。しかし，ICF

関連図の特徴である，1 枚のシートを見て，それぞれの構成要素がひと目で分かる，

構成要素同士の関係が分かるということとは離れてしまった。 

 授業の経緯を直接の指導にあたる田村が徳永に相談し，①付箋が多くなると煩雑に

なり矢印は書きにくくなるのではないか，②ICF 関連図の作り方として，左上に自分

の希望である「主体・主観」を置いたほうが分かりやすいのではないか，という結論

に至り，次回以降の参考とすることにした。 
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（２）ステップ２：付箋への書き込み 

仮想事例では，自分以外の人について ICF 関連図を作成したことと，友だちとの作

業であったことで比較的スムーズに行えたと思われた。今回は自分について考える段

階なので，生徒にとっては難しいことが予想された。そこで，ステップ２として，自

分のやりたいこと，なりたいもの，直したいこと（構成要素：主体・主観）を付箋に

書く作業を行った。その作業が早く終わった生徒及びやりたいことや直したいことが

なかなかイメージできない生徒は，生徒自身ができること，得意なこと（構成要素：

活動）も書くこととした。全体として，ステップ１とは違ってなかなか鉛筆が進まな

い様子だった。悩んだ末に何も書けない生徒もいた。 

 

（３）ステップ３：ICF 関連図の作成 

ICF 関連図の説明を改めて行った。これまでの反省を踏まえ，「主体・主観」の枠を

左上にした。資料として，各枠の具体的な説明プリント，担当者が実際に記入したプ

リントを配布した。前回の付箋を「主体・主観」「活動」の枠に書く作業から始めた。

作業にあたっては，担当者が生徒ひとりひとりと話し合いながら進めていった。 

「主体・主観」の項目に複数の項目を書いている生徒がいたが，ひとつに絞れなか

ったので，１枚の ICF 関連図に複数の内容が盛り込まれる形となってしまった。「主

体・主観」をひとつに絞って，新たに整理した関連図を作るべきか，自由に書けたこ

とを評価すべきか判断がつかなかったので，整理した関連図を作る工程は行わなかっ

た。 

生徒は，自分の周りのことを見つめることはできたが，それぞれの構成要素同士の

関係性までは発展させられなかったようである。 

感想としては，やってみたら難しかったと答える者が多かった。具体的には，自分

自身の性格を考えるのが難しかった，自分自身の課題を考えることができたという感

想があった。ICF 関連図作成を通して自分の目標を達成するための方法を見出した生

徒もいた。 

生徒にとっては簡単な作業ではなかったが，自分のことを見つめる良い機会にはな

ったようである。 

 

２．グループ２での取組 

（１）ステップ３：ICF 関連図の作成 

グループ２では，ステップ１，ステップ２の工程を省いた。その理由は２学期のは

じめに１・２グループ合同で「ろう学校の必要性」のディベートを行い，ひとりひと

りが，自分の立場，他者との関係，ろう学校の存在意義，について意見を出し合う機

会を設け，その中で自分について考える機会を得たためである。そのことを踏まえ，

ICF 関連図作成においては，ステップ１を省略しても大丈夫ではないかと判断した。

そして，ディベートの次の単元が ICF 関連図の作成であり，仮想事例を通した作業を

行うことによりかえって生徒の視点が生徒自身から離れるとも考えたため，ステップ

１の工程を省くことにした。 

一方，グループ１の様子から，ステップ２を行わなくても，自分自身の ICF 関連図

を作成できるのではないかと考えられた。また，グループ２の生徒の実態から考える
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と，付箋に書き込む作業を取り入れることでかえって作業が煩雑になり，生徒が混乱

するとも考えられ，ステップ２の工程を省くことにした。 

それぞれのグループが作成した ICF 関連図を比較すると，グループごとの特徴はあ

るものの，ICF 関連図の理解において，大きな差はなかったように思われた。 

 

（２）ステップ４：ICF 関連図の整理 

 グループ１の項目にあるように，「主体・主観」の複数の事象が書かれているため，

１枚の関連図に，複数の事象に関する関連図ができてしまった。そこで，ひとつの「主

体・主観」についてひとつの ICF 関連図を作るための，整理の工程を取り入れた。 

ステップ３で作成した関連図を見て，生徒が「主体・主観」をひとつに絞り，それ

に関する構成要素を抜き出して，新たな関連図を作成した。関連図を新たに作成する

ことで見やすくなり，それぞれの構成要素の関連性も分かりやすくなったように思う。

生徒によっては新たな構成要素を書きたすことができた。しかし二度手間に感じ，ス

テップ３から掘り下げられない生徒もいた。 

生徒が書いた環境因子の中には，先生の説明が分からないことがある，手話をしな

いで（声だけで）話すとなかなか分かってもらえない，などの事象も書かれていて， 周

りとの関係に悩んでいる様子がうかがえた。 

 感想としては，グループ１と同じように難しかったというものが多かったが，難し

いと感じた構成要素は生徒によってまちまちであった。中には，家の手伝いをするの

で，疲れてしまって，勉強をさぼりがちになる，という自分の行動に影響を及ぼして

いる要因について気づき，自分はいつもがんばっていたんだ，気付いた，という感想

を書いた生徒もいた。 

 グループ２においても，自分自身を見つめる良い機会となったようである。 

  

Ⅴ 考察 

 以上が本校中学部の自立活動における ICF 関連図の作成の報告である。生徒ひとり

ひとりが自分自身を見つめるという目的はある程度達成されたと思う。それは前述し

た生徒の感想からうかがうことができる。 

 ただし，ICF 関連図を作成していく工程については今後改善のための検討をしてい

く必要があるだろう。グループ１で実施して得られた課題を改善してグループ２で実

施した。生徒の実態や，実施する学部・学年によっても工程や配慮事項は変わってく

ると考えられるため，今後検討していきたい。 

今回の取組を通して，担当者としてはさらに検討したい課題も見えてきた。それは，

本人が活用するにあたって，生徒自身が意識的にあるいは無意識的に自分を見つめる

ことを避けているとしたら，十分配慮しなければならないのではないかということで

ある。中学３年生となれば，自己理解も進み，将来についても考えているだろうとい

う判断で，ICF 関連図を作成することを授業に取り入れたが，今回のような目的で実

施する場合には，時期や生徒への目的の説明，実施後の配慮なども検討していくこと

が必要ではないかと考えられた。 
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Ⅵ おわりに 

 今回，生徒自身が，障害の有無に関わらず自分を見つめる機会として，生徒自身が

ICF 関連図を作成する授業を中学部３年の自立活動において行った。生徒の感想から，

目的は概ね達成されたが，考察に述べたような課題も明らかになった。今後検討を深

め，改善を重ねることで，より目的に応じた活用ができるようになるのではないだろ

うか。また，本人活用という視点で考えると，教育相談等への利用も可能かもしれな

い。今回の実践を通して，ICF 関連図は柔軟な活用が可能なツールだと感じた。 

（田村香，横尾俊，徳永亜希雄） 

 

文献 

１．溝端英二・徳永亜希雄（2011）．教育相談・巡回相談等で活用できる，主訴に基づ

いた ICF 関連図作成手順について（試案）Ver.１ 

２．徳永亜希雄（2010）．特別支援教育における ICF の活用．国立特別支援教育総合研

究所平成 22 年(2010)度第２期特別支援教育専門研修講義資料 

３．徳永亜希雄（2010）．子どもの全体像の理解を踏まえた，生活全般での課題設定と

学校での各授業での指導課題等を検討するための「ICF 関連図」作成手順（Ver.１） 

４．徳永亜希雄・溝端英二（2011）．子どもの全体像の理解を踏まえた，生活全般での

課題設定と学校での各授業での指導課題等を検討するための「ICF 関連図」作成手
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※事例の掲載にあたっては，本人及び保護者の承諾を得ている。 
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２．ICF 関連図を反映した個別の指導計画作成 

 平成 22 年(2010 年)度には，ICF 関連図を生かした個別の指導計画作りに着手した。

1.で述べた取組で ICF 関連図を作成することで明らかになった学校の役割の部分を整

理しなおすことから始めた。そしてさらにそれらを実現するために教育課程のどの部

分で担っていくのかを明確にし，各教科・自立活動等の具体的指導場面の手立ての中

に生かせるようにした。ICF 関連図で設定した「参加」を年間目標に，「心身機能・

身体構造」を手立ての中で押さえるようにした。このことにより，各教科の目標をし

っかり押さえた上で，拡大教材やレンズ活用等の視覚支援に関する具体的手立てを考

慮しながら授業づくりをすることがより明確になった。（図１） 

 

図１ ICF 関連図を反映した個別の指導計画作成の具体例（Ｈ22 年(2010 年)度学部 

研修から） 
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 この ICF 関連図を個別の指導計画に反映させたことにより，教職員間の共通理解と

役割分担が進み，連携が図りやすくなった。 

 

３．ICF 関連図を反映させた個別の指導計画に基づく授業づくり 

 １，２の取組を経た後，様々な情報を盛り込んだ ICF 関連図を作成し，それを個

別の指導計画の目標や手だてに反映させた上で，各教科や自立活動等の役割分担を明

確にし，それを基にした授業づくりに取組んでいった。１．に述べた取組では総合的

な学習の時間という特定の授業における「参加」を設定するところから始めたが，修

正を加え，生活全般を通した「参加」を設定するところから始めた。また手順として

「参加」を設定することにこだわらず，実態からあげていくところからスタートした

ことにより，話し合いがスムーズに行われ，結果「参加」の設定も容易になっていっ

た。また，Ａ子の他，Ｂ男（生活コース所属）Ｃ子（生活コース所属）についても

ICF 関連図を作成し，個別の指導計画に反映させた上で，それぞれ「体育」と「自立

活動」，「国語」と「生活単元学習」の授業研究を行いその有効性を確認した。図２は，

その流れを示したものである。  

  

         

                                     

  

 

 

 

                         見直し 

 

 

 

４．ICF 関連図のケース会での活用 

 ICF 関連図を活用することは教職員間での共通理解にも有効であることが確認され，

平成 23 年(2011 年)度には，研修とは切り離し，ケース会のツールとしても活用した。

このケース会において，新たにＤ男の ICF 関連図作成の中では，「環境因子」に焦点

をあて働き掛けることで「参加」の目標設定にせまれると仮説が立てられ，保護者支

援の方向性とその具体的方策に結び付けることができた。 

 

Ⅲ 活用後の成果と課題 

 以上のように，本実践は，本学部内での小規模な取組である上，長期展望の中で計

画的に活用方法を検証してきたというものではない。あくまでも実態把握，課題の焦

点化，授業づくり，教職員間の連携の有効なツールとして等その時々の本学部の目的

に応じて，ICF の枠組みを活用した話し合いを試行する中でその手順を修正し，本校

幼小学部独自の方法で活用してきたというのが現状である。しかしながら，ICF の枠

組みをもとに話し合いを重ねる中で，その有効性は，様々な角度から確認することが

できた。以下にその成果と課題を記す。 

ＩＣＦ関連図 授業 

ＩＣＦ関連図 

（全体像）

（
各

教
科

等
）
 

個
別

の
指

導
計

画
 

授業 

授業 

授業 

図２ 「ＩＣＦ関連図の授業作りへの活用」手順の修正 
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１．成果 

 ・実態と目標を多面的・客観的にとらえることができるようになるとともに，本人 

  の「参加」の願いを反映した主体的な活動を促す授業づくりに有効だった。 

 ・実態と個別の指導計画の連続性が明確になった。また，各教科や自立活動等の 

  つながりと担当者間の役割分担が明確になった。 

  ・ICF 関連図作成過程における付箋を使用した話し合いは教職員一人一人の参画意

識を高めるとともに，共通理解を深めることができた。担任一人で考えるだけで

なく，チームとして様々な方向性から支援する有効性が確認できた。 

  ・ 話し合いの過程や結果が視覚的に保存できるため，個別の指導計画の補助資 

     料として活用することができた。 

 

２．課題と今後の展望 

この３年間の取組の中で，数ケースの児童に，ICF 関連図を作成し，活用を試みて

きた。その中でも，すでに「実態」に変容がある児童があり見直しを始めた。今後も

継続的に観察しその変化に応じて見直しや再構築していく時期を見極める必要性を感

じている。また授業作りへの活用としては，全体から部分に絞った ICF 関連図の作

成と活用についても試行していきたいと考えている。 

 一方，教職員の共通理解を図る上での有効なツールであることが確認され，ケース

会のツールとしての利用も始めたところである。今後もケース会での活用を定着させ

るとともに，さらにすすめて，保護者も参画した活用の可能性も模索していきたいと

考えている。 

 本学部での取組においては，ICF の研修会等に参加し，基礎知識を持つ教員が中心

となり話し合いを主導し推進してきた。今後，活用が定着するためには，多くの教員

が主導できるようにしていく必要があると感じる。そのためにも，研修する機会を定

期的に設け情報収集する機会を作ること，ケースを積み重ねることの２点を本学部運

営の中に位置づける必要があると考えている。 

（鈴木道子，金子健，徳永亜希雄） 

 

文献  

１．静岡県立浜松視覚特別支援学校(2010)．「潮路」第 50号，3-27． 

２．静岡県立浜松視覚特別支援学校(2011)．「潮路」第 51号，3-20． 
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２．指導支援の実際とその結果 

（１）通常の学級での取組と成果 

①指示の工夫 

 学級担任はこれまでも指示の明確化に務めていたが，4月当初どのくらい事例    

児童 A が授業に参加しているのか，タイム・サンプリング法を用いて観察してみる

と，約43.6％しか授業の主たる活動に参加していないことが分かった。ケース会議

で注意を向けることが難しいことと，個人内差として WISC-Ⅲの「知識」は高い

わりに「理解」が比較的低いこと，複雑になると状況を理解することが難しい実態

を踏まえ，「呼名」等で注意を喚起し，さらに「具体化した指示」を出し，「確認」，

「見届け」といった指導が実践されるようになった。 

  学級担任の授業での会話記録（算数「がい数」）を図3に示した。これは横軸に発   

話の項目を縦軸に発話の数を表したものである。ここから，具体的な指示，確認  

（発表内容の確かめ），呼名，課題の補足説明の順で多かったことがわかる。また， 

教員と児童とのやりとりについて図４に示した。これは横軸に授業の経過時間を縦

軸に発話の数を表したものである。ここから教員と児童のやりとりによって授業が

成立していること，発話総数の少ないところではこまめに机間指導を行い，一人一

人の理解の状況を確かめていることがそれぞれ明らかになった。 

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②学級全体での授業ルールの明確化 

 下記の通り，学習スキルの明確化と指導を丁寧に行うことで，A だけでなく，ま

だ学習スキルを獲得ができていない児童を含め，学級全体の学ぶ姿勢が向上した。 

＜主な学習スキル＞ 

１：具体的な指示 ２：確認（発表内容の確かめ）３：

呼名 ４：課題の補足説明 ５：承認（うなづき）６：

発表のうながし ７：課題の提示（質問）８：異変の感

知 ９：許可 10：状況の確認 11：指示の確認 12：

児童の準備の確認 13：不快の表現 14：うれしさの表

現 15：驚きの表現 16：質問のための話しかけ 17：

無言の注意 18：謝り・訂正 19：話題の転換 20：願

望 21：あいさつ  

図3．担任の全体への発話内容と A へ 
の発話内容の比較 

発
話

数
 

発話項目 

全体  

事例児童Ａ  

時間（単位：分） 

図4.授業の経時ごとの発話数の変化 

発
話

数
 総数 

教員 

児童 

机間指導 机間指導 
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ケース会議において ICF 関連図を用いた分析のプロセスを指導者間で共有するこ

とによって，指導者が指導支援仮説をと期待する成果を明確にもって児童の指導に当

たることができたと考える。 

通常の学級においては，FIQ では標準以上の値を示すものの注意記憶の弱さと言葉

の狭い理解で苦戦していた児童 A に対し，「具体的な指示→確認→見届け」「聞き方指

導」等を授業内で実践を行った。このことにより，タイム・サンプリング法による観

察では授業の参加率をそれまでの43.6％から約81.6％にまで上げることができたこと

が確認された。この実践は事例児童 A に留まることなく，低学力の児童や多動傾向の

ある児童にも有効であった。 

本通級指導教室においては，これまで対処療法的な指導（在籍学級でのトラブルを

回避対処する指導）が主であったが，問題が起きる根拠を心身機能・身体構造の面か

ら推測し，生活機能向上に向けた取組を実践することができた。今回のケースで言え

ば，SST の実践だけに留まらずにやりとりの根拠となる他者の意図の理解や自己モニ

タリング力の向上に指導の方向性を設定できたことである。 

今回，通級指導教室と学級担任とが連携した発達障害のある児童に関する指導の実

践として，通級指導教室の担任の情報の共有から指導支援仮説の立案に至るまでのプ

ロセスに ICF 関連図を用いた。このことにより，役割分担が明確になっただけでな

く，通級指導教室が目指している短期間で指導成果を上げることにも貢献できたので

はないかと考える。また，学級担任は，これまでの経験だけに頼らない多面的な児童

分析にもとづく指導支援仮説を作成することが可能になり，家庭は通級指導教室と連

携しながら生活に般化させるための取組を実践することが可能になった。 

これまで，小学校において年度が変わるごとの児童の変容として，良い方向に変わ

った時には「学級担任がいいから」といった抽象的な表現で捉える傾向にあったが，

学級担任のどんな指導支援が発達障害のある児童の授業参加に有効だったのか，ICF

関連図を用いることで，その具体を明らかにすることができたことも成果であると考

える。 

     

Ⅴ おわりに 

インクルーシブ教育システム構築に向けた取組が進められる中，障害のある児童に

関する課題について通常の学級で対応していくことが多くなると推測される。その際，

児童生徒の実態を的確に把握し，関連機関等と連携し，合理的な配慮のもと，児童生

徒の学校活動への参加を促進していくことが求められる。ICF 関連図を活用したこの

取組は，この合理的な配慮を導く手法として，有効な候補となることを確信している。 

（石川誠，山元薫，徳永亜希雄） 
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7． 総合考察 

 

「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する研究―活用のための方法試案の実

証と普及を中心に―」と題した本研究においては，特別支援学校の学習指導要領等の解

説に示された「ICF の考え方」をベースにしながら，それを具体的に実践につなげて

いくための研究として取組んだ。 

具体的には，平成 21 年(2009 年)度の終了課題「特別支援教育における ICF-CY の活

用に関する実際的研究」で開発した活用を支える方法試案としての活用支援ツールに

ついて実証し，より学校現場等で使いやすい，効果的なものに改善した上で普及を図

ることを目的とした。また，併せて活用支援ツールは活用していないが何らかの方法

でこれまで ICF/ICF-CY を活用してきた学校における活用後の効果について検討する

とともに，多職種間連携に活用した事例，生徒本人が活用する事例，幅広い障害種の

事例を収集・分析し，活用の可能性についても検討した。 

 

研究成果を教育現場等に還元することを研究活動のビジョンとする本研究所として，

本研究の成果報告書を作成するにあたり，次の点に留意した。すなわち，①これまで

の一連の研究で開発した活用支援ツールの実証と改善を行い，それらを行った事例を

掲載すること，②学校の中だけに完結しない，多職種間で連携した事例を掲載するこ

と，③生徒本人による ICF/ICF-CY 活用事例を掲載すること，④これまで報告が多か

った知的障害・肢体不自由・病弱以外の障害種事例の充実を図ること，である。 

 このことを踏まえた報告書の構成として，総論編，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの

実証：理論編，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの実証：事例編，多職種間連携事例及び

本人参画事例等，を柱とし，さらに関連した有用な資料を資料編として収める形をと

った。以下，章ごとに概観する形を以て総合的に考察する。 

 

総論編は，まず，「特別支援教育における ICF/ICF-CY の活用の効果に関する検討」

として，今回実証した活用支援ツールは用いられていないが，これまで特別支援学校

において実際に ICF/ICF-CY の活用にかかわってきた教職員を対象にした聞き取り調

査を通して，活用後の効果について検討した。その結果，各校固有の背景・目的のも

とでの固有の効果とともに，個別の教育支援計画策定が求められた共通した時代背景

のもとで，主障害やや学校内の様子のみにとどまらず，より幅広く子どもを捉えるこ

とが可能となった等の効果が確認された。次に，「本人参画と多職種間連携の意義と展

望―キャリア教育と ICF の視点から－」として，本報告書作成において重視した，本

人参画と多職種連携の取組の意義について，ICF とキャリア教育の視点から検討し，

後述される実践事例への解説も行った。 

 

理論編：ICF/ICF-CY 活用支援ツールの開発と実証では，まず，「特別支援教育にお

ける ICF/ICF-CY 活用支援ツールの開発と実証の必要性について」として，特別支援

教育における ICF/ICF-CY 活用では，前述の解説で示された ICF の考え方と，それを

- 165 -



�ä�mf®�����WQ�n¯M� xF0�R#*��*WQ��XY�(�

;[���� xy�m�;��*�]�WQ��XY [����m�;���W

 â��I 
����WQ���x*vw"���Wª­Z�BBs�3� :;-*�	
��


����; ICFñ- ICF-CY���#{|:;��t�z��������(��,&*
�w*��©����w�F�JK�%����F�vwJKz�{|���� ICF �
iÞÕ=��&*�
�4���í4�zF��FG�*� ��¡�� ICF�iÞÕ
=��&*�ICF-CY¢£¼¿º¤½&*�����¨1©WQ�&�XY?ã���]Û
#��*��:�����X]Ûz�m�;[_ø_���I¯ª�*A­Zf3�

 :;*�	
��
����� ICF/ICF-CY ���#��� Web WQ�&�XY?
ã�����X�]Ûz�m�;���I 

 
Y'�9ICF/ICF-CY ����WQ����Y' :;*¶m�	
��t���

�;�U:�*����WQ��m�y�m�;���Y'#Z[:�I�	
��


����; ICF"� ICF-CY���#{|:;��t�z��������'��,&
-!����;{�:*[�m�y �XRz#¤Ê:�I+WQ��$�/H_�


�JK¦§¢£¼¿º¤½#Y'���:�®Q¤*"�
×A�¨7©����

:�®Q¤���;*m�y#¤Ê��  3�WQ���XR�m�;�©:*W

Q���X�mf®�CD�m�;���I 
�123�w*��©�#�H��*��w�F�JK�% t�F����F�

vwJKz#{|�����µICF �iÞ¶Õ=��&-!����;{�:�I¬
­U� �iaW���"�
×�1�®Q¤��F���#7:�{��15* m
�y�¤Ê  3�WQ���XR�m�;�©:*WQ���X�mf®�I�
�

4���í4�zF��FG�*� ��¡�� ICF �iÞ�Õ=��&�m�;-*
U�F���#7:;m�y#¤Ê��  3�WQ���XR�m�;�©:*W

Q���X�mf®�CD�m�;���I 
<= 21 >@���:���JKFXY:�� ICF-CY ����¨1©WQ�

'Ver.1,&�m�;*+�����È×W��GC5z#�H�;�X#Þ5*22 >
@�'Ver.2,#*¯Kg 23 >@�'Ver.3 ,#Õ=:�I'Ver.2 ,�m�;-*1
����;�¥¦§"�L¯�%W���#7:;*'Ver.3,�m�;- 1 ����
��ICFÀCY¢£¼¿º¤½&#°Q¤ :���*�p�3� 1 �����t�±
��¢£¼¿º¤½#�����#7:;*[_ø_m�y#¤Ê��  3�N�

�F�WQ���X�mf®�CD�m�;���I 
 
^_`Aia� ICF/ICF-CY #��:�Y' :;*Hv	
��t�'hi,F

�¸¹ �ia���� ICF-CY ���CD�m�;*Q�	
��t�'e*f�
g,F� ICF#C5º_�¥
�
���»Ú#��:�0_` �ia�CD�m
�;*�á�*	
��t�'e*f�g�hi,����^_`Aia¾¿ ICF
��� :;*t�ÀÁ_× 
× �ia#7:�CD�m�;*[_ø_��*

=Û�JK*Sá���z�m�;�©:�I 

- 166 -



�c+Øn ICF/ICF-CY#��:�Y' :;-*Hv	
��t�'e*f�g,
�µ¶·���;�c+Ø�1���#Lv:�CD�m�;*Q�*	
��t�

'+Z./,���;*±��¼Q½#��;�c+Øn ICF #����ò #7:
;G�º�Y.���#{|:�CD�m�;*�á�*G�º�Y.#����W

Q� :;� ICF #����CD :;*	
��t�'+Z./,��c�1�C
D *	
��t�'e*f�g,�h���Y'�m�;*[_ø_��*=Û�

JK*Sá���z�m�;�©:�I 
�p�*ò_HFbcn^Bè�+Z./�e*f�g�hi(j�./`�12

3W� ICF/ICF-CY �����y�m�;Y'#7:;{|:�IHvÂÃ./�0
��c�./ÊÄ#Å������vw���� ICF �iÞÕ=�CD�m�;*Q
��Ã./n0�LM���¡g5�vw»ÚÕ=� ICF �iÞ#��:�CD�m
�;*�á�Y../�0�LMW�vw ��W� ICF ���CD :;7Æ��
��vw#$%����I 

 
Sá�	
��
����� ICF/ICF-CY ���Ù��f� �s_�*Q���

���#Z[:�I 
Hv*ICF-CY���BL ���� ��r ��
y�m�;�vßn^�ò 

#�H�*ò�ò �m�;{|:�������vw������;�ICF-CY �
�����r �£
y����ÇûZ{|Bp�&#Z[:�IQ�*�]�
ICF/ICF-CY ��#����È�CD :;*�ICF ��#����È�CD�ÉÊ�
L#���ËÌ®Q¤��#7:;�&*[:;+����Y�F�CD :;�EÐ
�ÈÑT�TW�<x&#[_ø_Z[:�IH�*TT¿�Qü-
�ü¤���

¾¿����CDnøo�_�$*H�H�zx��_� �s_�	
��t��

1��TòQZ���hã :;�
�4�F�CD :;��í4�F�Y'{|

����� ICF�iÞ���C5Dá&#Z[:�I 
+��F-*=Û�!"#z�:;��ò Bp*[�CD�÷À :;�Ï+	

q
�t� 49í÷���üTýRþ�bc&"��²³÷t
�tÒÓÔ	
��
t���·ÕQÖ�F�=Ûbc�<x&#Z[:�I0�*Sá�Ï+F�CD#

{|��­FÙ� f�*�j��CD :;*�ÍÎ"�ý�½Ï����� ICF
"� ICF-CY�����&#Z[:�I 

 
 
�

'�����*wxyg*z1¶*{?h�,�

�

- 167 -



8． 結論 

 

専門研究 A「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する研究―活用のための方法

試案の実証と普及を中心に―」（以下，本研究）は，課題別研究「ICF 児童青年期バー

ジョンの教育施策への活用に関する開発的研究（平成 18 年（2006 年）度～19 年（2007

年）度）」，そして専門研究Ａ「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する実際的

研究（平成 20 年（2008 年）度～21 年（2009 年）度）」の流れを汲む研究でもあり，

本報告書は，本研究の 2 年間だけでなく，一連の研究の 6 年間の総括でもあった。 

  

本研究においては，特別支援学校の学習指導要領等の解説に示された「ICF の考え

方」をベースにしながら，それを具体的に実践につなげていくための研究として，終

了課題「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する実際的研究」で開発した活用

を支える方法試案としての活用支援ツールについて実証し，より学校現場等で使いや

すい，効果的なものに改善した上で普及を図ることを主な目的とした。また，併せて

これまで ICF/ICF-CY を活用してきた学校等における活用後の効果について検討する

とともに，多職種間連携に活用した事例，児童生徒本人が活用する事例，幅広い障害

種の事例を収集・分析し，活用の可能性についても検討することにした。 

 

まず方法試案としての活用支援ツールについては，これまで述べてきたとおり，研

究分担者や研究研修員，研究協力者による協議や，研修参加者等からの意見聴取，学

校現場での実際の活用を通して実証し，それぞれの有効性について確認するとともに

それらに基づいてより活用しやすいものとして改善し，公表することができた。これ

まで ICF/ICF-CY を活用してきた学校における活用後の効果として，活用のあった学

校における教職員へのインタビューを通して，各校固有の効果とともに，個別の教育

支援計画策定が求められた共通した時代背景のもとで，学校内の様子のみにとどまら

ず，より幅広く子どもを捉えることが可能となった等の効果が確認された。そして，

多職種間連携に活用した事例，児童生徒本人が活用する事例，幅広い障害種の事例に

ついて収集し，それぞれにおいて活用が可能であることが確認された。 

これらを踏まえ，本研究で実証・改善に取組んだ活用支援ツールは，学校現場等に

おけるそれぞれの目的に合わせた ICF/ICF-CY の活用に寄与し，子どもの捉え方の改

善等の効果につながるものと期待される。また，本編に添えて掲載した各種資料もこ

れらの実践に寄与できるものと考える。ぜひ，それぞれの目的に応じて積極的に活用

されたい。 

 

一方，成果の普及を重視した本研究においては，成果や資料等を積極的に公表し，

特に Web サイト http://www.nise.go.jp/cms/8,559,52,273.html のコンテンツの充実を

図り，「本研究で開発・実証した，ICF/ICF-CY 活用支援ツール」，「取組み紹介」，

「ICF/ICF-CY 活用事例文献データベース」，「特別支援教育における ICF/ICF-CY に

ついて活用に関するよくある質問と答え」，「特別支援教育における ICF/ICF-CY 活
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用に関する，学校現場の先生から具体的な質問と答え」，「特別支援学校における

ICF 及び ICF-CY についての認知度，活用状況等に関する調査」，「関連リンク」等

を掲載するとともに，随時更新することにより，成果や資料等にアクセスしやすいよ

うに工夫した。以下，その他の成果普及の実績を記す。  

 

１．学会発表等 

・徳永亜希雄・小林幸子・田中浩二・大関毅・川口ときわ・二階堂悟・溝端英二・松

村勘由・加福千佳子(2010)．日本特殊教育学会第 48回大会ポスター発表．「ICF-CY

チェックリスト開発の試み―個々の「学習上又は生活上の困難」を把握するためにー」 

・徳永亜希雄・溝端英二・松村勘由・金子健・菊地一文(2010)．日本特殊教育学会第

49 回大会ポスター発表．「特別支援教育における ICF/ICF-CY 活用の効果に関する

研究―活用した学校の教職員へのグループインタビューの分析からー」 

・徳永亜希雄（2010）．日本特殊教育学会第 48回大会準備委員会企画シンポジウム１

「特別支援教育における ICF 活用の前提」での話題提供 

・徳永亜希雄（2010）．日本特殊教育学会第 48 回大会自主シンポジウム 33．「ICF の

学校現場への適応Ⅶ-ICF 活用の実際・「子ども理解」で活用する」での指定討論者 

・徳永亜希雄・松村勘由・金子健・菊地一文・溝端英二・二階堂悟・齊藤博之（2011）．

日本特殊教育学会第 49回大会自主シンポジウム 36．「特別支援教育における ICF／

ICF-CY 活用を支える手立ての検討」の企画及び成果報告 

 

２．本研究所の研修での活用 

・平成 22 年（2010 年）度及び 23 年（2011 年）度専門研修（情緒障害・言語障害・

発達障害教育コース．視覚障害・聴覚障害教育コース及び知的障害・肢体不自由・

病弱教育コース）講義「特別支援教育における ICF の活用」 

・専門研修員による「特別支援教育における ICF/ICF-CY の活用」に関する自主勉強

会への資料提供 

 

３．その他 

・徳永亜希雄（2010）．特別支援学校学習指導要領の解説に記載があった．ICF（国際

生活機能分類）を指導にどう生かすか？（冊子：新しい教育課程と学習活動 Q＆A

特別支援教育［知的障害教育］） 

・徳永亜希雄（2010）．教育における ICF の活用（冊子：発達障害白書 2011 年度版） 

・徳永亜希雄（2011）．連載講座：肢体不自由教育における ICF/ICF-CY の活用の実際 

その１－学習指導要領等での記述と活用動向－（雑誌：肢体不自由教育第 200号） 

・徳永亜希雄（2011）．連載講座：肢体不自由教育における ICF/ICF-CY の活用の実際 

その２－実際の活用事例及び活用を支えるツール等の紹介（雑誌：肢体不自由教育

第 201号） 

・国立特別支援教育総合研究所(2011)．活用 ICF 及 ICF-CY：從嘗試到實踐 —以特殊

教育為中心— ．華騰文化股份有限公司出版（台湾）．（2007 年 9 月に日本で発売し

た「ICF 及び ICF-CY の活用 試みから実践へ―特別支援教育を中心に―」の中国語
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10.1 自立活動の指導のための手立て 

―ICF-CY と自立活動の内容との適合性に関する予備的検討

から― 

 

Ⅰ はじめに 

 個々の児童生徒の実態を把握するために，国際生活機能分類児童版（ICF-CY）の概

念枠組みやカテゴリー（分類項目）が活用されてきている。たとえば，ICF-CY を活用

した実態把握により，個別の教育支援計画の支援目標や個別の指導計画の指導目標が

明確になることが報告されており，指導に生かされている（宮澤・高田屋，2007）。自

立活動においては，特別支援学校学習指導要領解説自立活動編に示してあるように，

障害による学習上又は生活上の困難に関する実態は，ICF との関連でとらえることが

必要である（文部科学省，2009b）。この実態把握に基づいて，具体的な指導内容は学

習指導要領等に示されている自立活動の内容から必要な項目を選定して設定される

（文部科学省，2009b）。また，ICF の児童版である ICF-CY の項目も参考にしながら

実態把握をする場合，項目をそのまま指導内容に用いるのではなく，学習指導要領・

教育要領を踏まえて，適切な指導内容が検討される必要がある（徳永他，2010)。従っ

て，実態把握のために活用される ICF-CY と特別支援学校の学習指導要領・教育要領

に示されている自立活動の内容，そして具体的な例を取り上げている同解説自立活動

編（文部科学省，2009b）に示されている自立活動の内容との適合性（compatibility）

を検討することは，重要な意味を持つ。 

適合性（compatibility）とは，もともとリハビリテーション医療の中で，ICF のカ

テゴリーを活用するために，既存の評価尺度の項目と ICF のカテゴリーとを結び付け

ることの必要性から用いられた用語であるが（Stucki, Ewert, & Cieza, 2003），本邦

の特別支援教育における ICF の活用を図るうえでも有効な観点の一つとして取り上げ

られている（堺，2005，2008）。 

これまでに，ICF 及び ICF-CY のカテゴリーと解説に示されている自立活動の内容

との適合性については，幾つかの報告がなされている（堺・佐藤・徳永，2006；Sakai, 

2010）。これらの報告の中で，盲学校，聾学校及び養護学校学習指導要領（平成 11 年

３月）解説―自立活動編―（文部省，2000）に示されている内容と ICF 及び ICF-CY

のカテゴリーとの適合性の検討はなされているが，現行の特別支援学校学習指導要領

解説自立活動編（文部科学省，2009b）との適合性の検討については，十分ではない。

現行の学習指導要領における自立活動の目標に関する記述は，「障害に基づく種々の困

難」から「障害による学習上又は生活上の困難」に改められ，その内容も５つの区分

22 項目から６つの区分 26 項目と再編された（文部科学省，2009a）。この現行の学習

指導要領との適合性については，新たに設けられた「人間関係の形成」の区分と ICF-CY

の「第７章対人関係」との適合性が検討されているのみである(堺，2009)。 

 ところで，ICF 及び ICF-CY の活用に当たっては，カテゴリー数の多さから活用に

際して必要なカテゴリーだけを集めたセットの開発がなされてきている。疾患別の
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ICF コアセットはその代表である。特別支援教育においても，これに適した ICF-CY

のカテゴリーだけを集めて活用する取組がなされてきており， その中で特別支援教育

における ICF-CY チェックリストの開発が試みられている（徳永・小林・田中・松村・

加福，2010；徳永・小林・田中・大関・川口・二階堂・溝端・松村・加福，2010）。

ここでは，ICF-CY の第２レベルまでの合計 283 のカテゴリーのうち 188 のカテゴリ

ーがチェックリストの項目として抽出されている。このチェックリストは個々の学習

上又は生活上の困難を把握し，特別支援教育実践に役立つものとして期待される。し

かし，自立活動においては，前述のとおり，その具体的な指導内容は，学習指導要領

等に示されている自立活動の内容から必要な項目を選定して設定される。このため，

このチェックリストによる実態把握を自立活動の指導に役立たせるためには，学習指

導要領等に示されている内容との適合性の検討が不可欠である。 

  

Ⅱ 目的と方法 

 

１．目的 

本研究の目的は，ICF-CY チェックリスト（徳永・小林・田中・大関ら，2010）の

カテゴリーと現行の特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（文部科学省，2009b）

に示されている自立活動の指導内容との適合性を検討し，これに基づいて自立活動の

内容から項目を選定し，指導内容を決定するための手立てとすることである。 

 

２．方法 

 Cieza, Geyh, Chatterji, Kostanjsek, Ustün, & Stucki（2005）によるICFリンキン

グルール（ICF linking rules）を参考にして 自立活動の内容とICY-CYカテゴリーを

リンクさせた。自立活動の内容は，１健康の保持，２心理的な安定，３人間関係の形

成，４環境の把握，５身体の動きおよび６コミュニケーションの６つの区分26項目の

すべてを対象とした。まず，現行の特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（文部

科学省，2009b）において示されている各項目に関する「①この項目について」と「②

具体的指導内容例と留意点」の記述の中から，語句や文章を抽出した。次に抽出した

語句や文章の意味内容と最もよく当てはまるICF-CYカテゴリーをリンクさせた。 

 ICF-CYチェックリスト（徳永・小林・田中・大関ら，2010）は第２レベルのカテゴ

リーから構成されているため，本研究では第２レベルのカテゴリーとリンクさせた。

最もよく当てはまるカテゴリーが第３レベル以下にある場合は，そのカテゴリーを含

む第２レベルのカテゴリーとリンクさせた。ICF-CYのカテゴリーの中の「その他の特

定の」と「詳細不明の」のカテゴリーは使用しなかった。最もよく当てはまるICF-CY

カテゴリーを決めることが出来なかった語句や文章には，r（rethinking）の記号を割

り当てた。第１レベルや全般的な意味内容を示す語句や文章には，g（general）の記

号を割り当てた。「・・・等」という記述の中の「等」に含まれていると考えられる内

容についてはリンクさせなかった。個人因子を示している意味内容には，pf（personal 

factor）の記号を割り当てた。診断名やICFにおける健康状態を示している場合は，hc

（health condition）の記号を割り当てた。身体構造のカテゴリーとリンクさせること

は行っていないが，身体構造を示す語句には，s（structure）の記号を割り当てた。こ
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10.2 ICF 活用を支える研修の取組 

―モデル児を用いた模擬ケース会議を通して― 

 

Ⅰ はじめに 

教育現場への ICFの活用としては，国立特別支援教育総合研究所の調査において全国の特別支援

学校の5校に１校の割合で活用されていることが報告されている(2009)。その活用状況は，子ども

の実態把握，個別の教育支援計画の作成，個別の指導計画の作成，授業づくり等と幅広い。山元の

勤務校である静岡県立御殿場特別支援学校も，平成18年(2006年)度より ICFの理念を学校経営に

盛り込み，平成20年(2008年)度からは ICF関連図の活用を個別の教育支援計画及び個別の指導計

画作成システムの中に位置づけ，実践を重ねてきた特別支援学校の一つである。 

静岡県内においては，特別支援学校や市町が開催する ICFに関する研修会が増え，障害のとらえ

方だけでなく実際に教育現場にどのように使用しているのかといった内容の研修の要望も高まっ

てきている。そこで，本稿においては，山元が考案した，ICFの理念とツールとしての活用方法の

両者を短時間で理解を促進する研修の持ち方として，モデルとなる子ども（以下，モデル児）を用

いた模擬ケース会議を行う方法について報告する。 

 

Ⅱ 目的と方法 

１．研修会の目的 

ICFの概要説明に加え，模擬ケース会議を設定し，ドラえもんのジャイアンやのび太，クレヨン

しんちゃん等，参加者がよく知るキャラクターをベースに設定したモデル児の教育課題や実態に関

する情報について，実際に ICF関連図を用いて検討して分類する体験を通して，ICFの理念と ICF

関連図を活用した「人」の捉え方への理解を促すこと。 

 

２．研修会の方法 

平成 23 年(2011 年)度に行った研修については，基本的に下記の（１）から（３）の内容で実施

した。 

（１）ICFについての説明 

 

（２）モデル児を用いた模擬ケース会議 

 ＜ケース会議の手順＞ 

① モデル児についての主訴（保護者または本人，担任の願い）を提示する。ICF関連図を用いて，

モデル児に関する情報（友達とのかかわり，授業中の様子，クラスの雰囲気，健康状態，診断名，

知能検査の値，本人の気持ち，担任の先生とのかかわり等）をそれぞれ関連付けながら分類し，

ICF関連図上でカードを整理していく。 

② 一つ一つの情報の関連性を検討し，阻害因子や促進因子，情報の不足部分などを明らかにする。

担任，保護者，関係機関等の役割分担を明確にする。 

③ モデル児の個別の教育支援計画と個別の指導計画を作成する。 
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＜準備物＞ 

 模擬ケース会議キットとして，模擬ケース会議手順表，ワークシート，モデル児のエピソードカ

ードを準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 模擬ケース会議キット全体イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 模擬ケース会議手順表のイメージ       図２ モデル児のエピソードカードのイメージ 

(※カード状に切って使用する。) 

 

（３）参加者によるモデル児の個別の教育支援計画及び個別の指導計画の発表とモデル会議の提示 

  ①各グループの話し合いのプロセスと指導及び支援仮説(以下，指導支援仮説)を発表する。 

  ②モデル児の検討ケースを解説する。 

模擬ケース会議の取組方について 

 

 

事例検討会の流れ 

① 事例生徒の説明 

② 模擬ケース会議の持ち方の説明 

③ ICF関連図を用いて検討を行う 

④ 役割分担を明確にする 

⑤ 個別の指導計画の作成 

⑥ 各グループの検討プロセスと個別の指導計画の発表 

⑦ 筆者の検討例を説明 

⑧ 感想発表 

 

模擬ケース会議の持ち方 

準備：司会者決定する。 

エピソードが記載されている付箋（カード）をグループメンバーに分ける。  

準備物：支援シート、カード、マジック等 

① ＩＣＦ関連図（支援シート）に情報が書いてあるカードを、一つずつ分類して添付して

いく。 

 

 

 

 

 

 

② 各々のカード（情報）の相互作用を考える。 

関連のありそうなカードを選び、その関連について検討しながら、指導方法や支援方法

を考える。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

③ どのような場面で、どのような指導・支援をしていくか、仮説を立てる。 

2年生になって、授業に最後ま
で参加することが増えた

自分が「できている」とい
う気持ちを感じ始めている

通常学級で恥ずかしい想い
をしてきた？  

小学校の時は
なかなか「でき
ている」と感じ
てなかったの
かもね。  

授業で「でき
る」経験がつめ
ているのかも
ね・・・。 
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10.3 巡回相談での事例検討会における ICF 関連図活用の

取組 

  

Ⅰ はじめに～巡回相談で ICF 関連図を使うことになった理由～ 

筆者は，平成21年(2009年)度より，巡回相談員として幼稚園，小・中学校の主に通

常の学級の担任またはコーディネーターへ特別な教育的ニーズのある子どもたちへの

指導や支援についてアドバイスを行っている。 

静岡県立西部特別支援学校（以下，本校）では，平成20年 (2008年 )度より，ICF

の活用についての研修を推進する「ICF 活用推進プロジェクト」を発足させた。ICF

の考え方や ICF 関連図の活用についてなどの研修を進めていく中で，子どもの機能

障害や疾病だけに着目するのではなく，多面的・総合的にその子どもの様々な能力や

環境的な要素にも着目して可能性を広げるという ICF のよさは，巡回相談でも生か

すことができるのではないかと考えた。 

そのことを踏まえ，平成21年(2009年)度と平成22年(2010年)度は，巡回相談の中

で初めて出会う子どもの様々な背景や本人の力などを自分自身が整理するため，ICF

関連図を試験的に使った。授業での子どもの様子や担任やコーディネーターからの聞

き取った情報を ICF 関連図に記入していくとその子どもについての様々な情報が整

理されること，担任の先生からの聞き取るべき内容のもれが減ったことなどに大きな

メリットを感じ，その後の巡回相談でも活用を継続してきた。 

本稿では，巡回相談での事例検討会において ICF 関連図の活用を検討した取組に

ついて述べたい。 

 

Ⅱ 目的と方法 

１．目的 

 まず，巡回相談を実施している中で感じることが多い課題について以下に整理する。 

①学級担任等に障害名や診断の有無，問題となる行動などを重視する傾向が見られ

る。 

②通常の学級の担任は学級経営や授業づくりに多忙なため，なかなか特別な教育的      

ニーズのある子どもの対応をチームで考えて計画的な支援をするに至らないことが

多い。 

 ③静岡県総合教育センターでのチーフコーディネーター研修において，静岡県が目

指す姿として，中学校単位でのネットワークづくりが提唱されたが，筆者がかかわ

る範囲では，個々の学校への個別的な支援がそこだけで留まってしまい，そこから

先への移行が難しい。 

 

 これらの課題を解決するために子どもの機能障害のみに目を向けるのではなく，人

的・物的等様々な環境的な要因，その子どもの得意なことや好きなことなどの個人的

な要因も構成要素として捉え，双方向の矢印で結ぶことで可能性を広げることができ

る ICF 関連図とこれまで取組まれてきた事例検討会の手法の融合が可能ではないか

- 202 -



 ���IY'{|� -*+�n
]���wØ�F*m¦�
×n$% fè;�

U:;��Y../�0�123�m�;�tu�'�w123�òòf����,�$

Fçs_;��Y'{|��ò F05*[òF���nÙ��f� ���I 
Y'{|��ðÍF ICF �iÞ#Ù(¢w×FÕ=��ò �15*��Zjf

�Y±úûYm6MAF123�ª«fãb#�©FG*î*Zf[�123�
è

���V#¯�ò nFG��F-f�B*H�*123�w� òf���fò 

�hL���R�t�w*F¢Q� :;��#���ò �÷��#�Q:;3p

���F-f�B ���I�p�*�í4����#$%� ICF �iÞ#���
�w�#�g+è;¸:���*FG�e�sB5��g*CDá������m�

;{|��ò �:�I�

�

Q
n¡,-ü#$,-%��%���

w×Ù(d�Y'{|�ðÍF ICF �iÞ#Õ=��ò #7:;��V#{|�
���#�g+è;3p����*()�1�f��# è�I 
¶M�\]^ *<Ã%�{%çè�

ò_HFbc�_� ICF �iÞ *123�òòf����Fês_;��Y'{
|���dÍ#Ù��:;73�tÆ�7�123�m�;{|:��� ICF �i
Þ#Õ=:�'ÞU,Iò� ICF�iÞ�-*÷Ggdm�	�n0�I 
Um�-	>±Bpô4HF�÷HBf?��úA0Q�#�º��÷� *hÏ

�[�123���#Î�ò nFG�õ�#���RF0�Iô4�£�ª«f?

��[_ø_�MO�ë1�w:�:f2-*��;[�123 ���Ø¢'�í

4�×,� è;-tBùf� xfãbF05*Ù(¢¯�F3¤Ê:;�g�G

YF0� ���I�ù;*hÏ�^_3ó���1��:�I[�ò F*� �

(�'�}.W�1Vf2�
Kç�n�m2�1�f9ÚF�K��BsB�ò 

n0�BpF0�I 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�

ÞÉ� ICF�iÞ�' 

"âf�ô*�

+�],�\�<-�Ã>�¥�K<

?Ò. Éå.
�
/ «�0

� �
1�a

ê*/ ì8/ é>Q/ í/)

�)§2fW3åýz«a

Ý�

45�üa�á5e�

/) /� â.âQ

+a�®a¢,é>���U�eY

+*wxy®w�s�,

�õ/

67RV�%Fd|æÄ�

Ý�»V�%Fd|æÄ�¶�%|æÄ�%Vea�

6

�õz�¤d|����Í«z­Ò�

±°»j\zGE}ba����dl§9a�
8Òõöz|�����Ób½m��%z­Ò�

9z�¤����:(Rba����r�Qz�¤�

+Ã>_X,�§W��W�FWn�W«Îô�°O� �eY

+­Òe�%W�¤e�%W;�W<ae�%3

®q
��%G���%V¤U¸%����

+�BW=B3
>m�a

?zw¥���¼f­e�%z­Ò GE}�%�F��F�a�

���ûZ¦�7¤�V<fe©ü%��åba��

f�
��®®®@��An).a��c���B�fC¸dfå��òî

�7
��®®®An��c��

e�e���ea�

���Væ}%�¦�

Qo.12üÙf�
��zf��ñ�°M(�ba��

|%��¤���

a�e�%z|}bZ

�*Da E�%F
ý�|���

êrs-W��P�é
Þh Ý"�zÍ¥d|�� ¶��³Òäå�F
G`�%zd¤ea� <e�%(��å�%

|EFHû�ea ½t��F�aE��c��� E��

3�º)��¤(��%¤�Vúh��¦� 4�¤�r����

+ij_X,ý­®>­®~0­ij I zÍ¥d|�� ²�.+��Ì±°î�].3

1�¤(��%¤�<¤·V�7¤ 2;U ¤
2�º��
�Q.tÙVJ�`abßu�� 3�¤�»Ïd¦�fE�

ù�

�þ�
���>m�� �º�K¤�%
}~WqÝ�2`��L($��%zd¤�� 1M�Ý�ZØ�

f§V&à+ÒåVÓ�åea�3
���� ¶�%|EF���ea�

+w�­e�\�Ë�¬��N�þË½xyW��×äW���3 +æ�Xzd¤��%Wd¤ea�%3
+�ÝW�ºWÑW�NWæ�öÜÝ­e�]3

%�F

������������û #&�Ú�(�}�û�Aaü
������°OPD��������P��Q®A
��������PD
�����������ã-oD�����/���9����o

ab�������º��)d¤ea����º)�J(Áå����¤���ba}b�E¦�

+��,²�®>²Ç¬ô����F
+øù(4��W�]�f�����ba�×ä3

[\<]e�

D;�e�}��

�âf��f

- 203 -



２つめは記入欄の枠の大きさの修正である。心身機能，身体構造に関してはたくさ

んの内容記述する必要がないことが多いことから，枠を縮小した。逆に，複雑な家庭

環境，友達関係のこじれ，保護者の性格や教育方針など環境的な要素が話題に上る事

が多いため，環境因子の枠を拡大した。 

３つめは個人因子の中に本人の好きなことや得意なこと，良いところを必ず記載で

きるように項目を明記したことである。その理由は，授業妨害や友達への暴力などの

問題行動ばかりについ目が向いてしまいがちであるが，どの子どもにも探せば良いと

ころ，得意なこと，好きなことなどは必ずいくつかあるものであり，それは具体的な

支援策を考える際に大変有効な情報となりうることが多いことと何よりも子どもを肯

定的な視点でとらえるために大いに役立つと考えた。 

４つめは，どの情報をどこに書くべきかをわかりやすくするため，各項目に（その

子どもができること，できないこと）（役割を果たす，活動や学習に参加している状

況）（家族構成，保護者の養育姿勢）などと具体的な補足を加えたことである。これ

は，最初に筆者が ICF 関連図を使い始めたときにどの枠にどの情報を記入すればい

いか迷い，多くの時間がかかってしまった経験によるものである。 

   

（２）マニュアルの作成 

 各学校，幼稚園にてコーディネーターが中心となって ICF 関連図を活用した事例

検討会を開催できるようにマニュアルを作成した。これには，事例授業検討会の流れ

はもちろん，事前の準備，司会の進行の仕方などが記載されている。ＩＣＦの詳しい

説明（ICF のよさや特徴）については，静岡県総合教育センターから出ている資料を

使用した。 

 

（３）巡回相談の折に事例授業検討会の実演 

 ICF 関連図や事例検討会の有用性を実感してもらえるように事例検討会を行った。

マニュアルを参加者全員に配布して，できるだけマニュアルに沿った流れで司会を担

当した。 

 

写真 検討会の様子 

 

（４）アンケートの実施 

巡回相談で事例検討会を実施した際に参加した教職員を対象に，ICF 関連図を用いた

事例検討会の成果と今後の課題を明らかにするために，質問紙によるアンケート（４校 
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３．事例検討会について 

 巡回相談の際に事例検討会を全校で実施した学校は４校である。どの学校も全校研

修の一環としての位置づけでほぼ全教職員が参加した。全員参加型の活発な話合いを

ねらったが，残念ながら最初から活発な話し合いにはならなかった。司会者自らが担

任（事例提供者）に話を広げるきっかけとなる質問をすることでそこから徐々に参加

者側からの質問が出るようになり，前述同様，司会者の動き方が課題であることが確

認された。 

また，各校の参加者の経験や特別支援教育に対する知識の有無が，具体的な支援策

を検討することに影響を及ぼしているような印象を持った。したがって，実践につな

がる事例検討会にしていくためには，事例検討会に慣れることとともに，特別支援教

育に関する知識を高めるような研修も必要ではないかと考えられた。 

 

Ⅳ おわりに 

 前述のとおり，筆者が直接かかわった事例検討会では手応えが感じられたが，巡回

相談で事例検討会を実施した４校のうち，その後に自分たちで事例検討会や ICF 関

連図を使ったという学校は残念ながら０校であった。 

有効性が共有されていることを踏まえ，これまで事例検討会に参加した教員が他の

学校で ICF 関連図を使ったり事例検討会を実施したりできるような工夫をしながら，

今後も継続して事例検討会を行っていきたい。すでに事例検討会を実施したことのあ

る学校ではその学校のコーディネーターに司会をお願いすることで，自校または近隣

の学校間独自での支援体制づくりにつながっていくのではないかと考えている。そし

て，そのことが，将来的には自分たちの地域が，子どもたちを支える力をつけていく

ことにつながるのではないかと考える。 

 ICF は，障害のある子どもの生活のしにくさを多面的・構造的な視点から理解し， 

支援していくことへの活用の可能性が期待されているものである。今回，通常の学級

で様々な困難さを抱えている子どもへの支援に ICF 関連図を活用してみて，その可

能性の大きさを強く感じた。 

これまでの教職経験や前述の学習会での学び，手に取った多くの文献等から，特別

支援教育では，適切な実態把握や少しがんばればできる状況づくり，チームでの支援，

受容と枠組みのバランスをとった支援，そして何よりも大切な「子どもを肯定的にと

らえること等が必要であると筆者は考える。そのためにも，ICF の考え方を広め，合

わせて使いやすい活用方法や効果的なツールを開発して紹介していくことが，特別支

援学校の地域のセンター的機能としての役割を果たす上で必要不可欠だと考える。  

（伊藤昌明） 
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ものがないとのことだった。研修についての事後

調査と分析が丁寧になされており，日本での研修

に比べてかなり完成度が高い印象を持った。 

なお，同学の，研修のプロセスにおいて，日本の

「ICF 関連図」も活用されており，その資料が，

Tokunaga Sheetと書かれてあったのを見て驚くとと

もに，英語での研究成果の発信の重要性を再認識し

た。 

 

写真５ 校長向けのマニュアル 

同学研究チームとの最後のセッションでは，法

令改正後の推進状況調査の結果について説明を

受け，併せて全体協議を行った。推進による効果

について，質問紙調査，インタビュー調査など，

適正な研究手続きのもとで行われ，現在分析が行

われている。行政と一体となった施策研究が展開

されており，法令改正の内容だけでなく，本研究

所としての業務展開の点からも大いに参考にな

ると感じた。 

 

２．学校訪問の概要 

 

ポルト教育大学 ICF 研究チームのスタッフと

ともに，ポルト市のベッドタウンに位置する

Aguas Santas 学校ユニットの中の 3～10 歳

対象の学校とヘッドスクールといわれる 10～18

歳対象の学校を訪問した。そこでの校長や special 

education 担当教員らとともに学校の見学と学

校全体及び special education の現状について説

明を受け，協議を行った。 

 同ユニットは，ヘッドスクールの下に６つの

primary school と 3つの kindergartenがあり，

ユニット全体では 3,000人の子どもがいる。現在，

3,000 人中 70 人が special education の対象と

なっている。インクルーシブ教育がベースなので，

可能な範囲で学年のクラスで学習するが，学校内

にある special education 対象の子ども用の教室

でも学習する。いわゆる通常学級での学習は，日

本の交流及び共同学習と同様に見えるが，インク

ルーシブ教育がベースなので，概念的には異なる。 

 

 

 写真６ 全ての子どもが使用するランチルーム 

 

 

写真７ special education 対象の子どもの教室 

 

 

写真８ 同室内に設置されたおむつ交換用ベッド 

 

 法令改正での新たな動きの中，校内体制や個別

教育計画等について，複数の教職員に（かなりし

つこく）質問し，協議したが，前述のとおり，少々
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仕事は増えたが，すばらしい取組であるという積

極的な意見ばかりが返ってきたのが印象的であ

った。 

 

写真９ special education 担当教員控え室と個別教育計画 

 

Ⅳ．終わりに 

 

以上，台湾及びポルトガルにおける ICF 及び

ICF-CY の活用に関する動向として，台湾について

は全国 ICF/ICF-CY 研究会議，ポルトガルについて

は同国の当該システム及び訪問した学校の様子を中

心に報告した。いずれも，本研究の推進にとって有

用な資料を収集することができる興味深い訪問とな

った。 

台湾については，世界の流れと連動した取組の内

容だけでなく，主催者及び参加者の熱意や英語力の

高さ等も含め，参考になるところが多かった。 

ポルトガルについては，障害者権利条約批准後，

special education の充実のために法令レベルで

ICF-CY の活用を位置づけ，さらにそれを支える研

修や，研修効果を検討する研究活動等の一連の取組

はたいへん興味深く，参考になるものであった。 

今後も，両国を含めた各国の関係者との研究交流

を継続し，世界全体の動向の中での日本での取組を

対象化しながら研究を進め，学校現場等での実践へ

の貢献と諸外国への成果の発信を進めていきたい。 
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